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幸せ願う“おちょぼ口”



「
竹
田
市
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
都
市
構
想
」
を
国
が
認
定

↑伊東良孝農林水産副大臣から認定
証が授与されました

竹
や
木
材
を
活
か
し
た
循
環
型
社
会
へ

　
山
林
が
総
面
積
の
約
65
％
を
占
め

る
本
市
は
、
豊
か
な
自
然
や
山
地
の

気
候
を
活
か
し
た
農
林
畜
産
業
が
盛

ん
で
、
県
内
ト
ッ
プ
の
農
業
産
出
額

を
誇
り
ま
す
。

　
そ
ん
な
農
業
王
国
「
竹
田
」
で
す

が
、
最
新
の
デ
ー
タ
で
は
全
国
の
市

の
中
で
85
歳
以
上
の
高
齢
化
率
が
全

国
一
に
、
人
口
は
今
後
20
年
で
約
１

万
人
減
少
す
る
と
推
計
さ
れ
て
お

り
、
担
い
手
不
足
に
一
層
拍
車
が
か

か
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
過
去
幾
度
と
な
く
襲
っ
た
豪

雨
で
は
、
荒
れ
た
山
林
か
ら
流
れ
出

た
大
量
の
流
木
が
河
川
を
堰
き
止
め

て
氾
濫
を
引
き
起
こ
す
な
ど
、
手
の

入
ら
な
い
里
山
の
荒
廃
が
及
ぼ
す
影

響
は
甚
大
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

豊
富
に
あ
る
地
域
資
源

を
活
か
し
て

　
本
市
で
は
、
そ
の
課
題
解
決
の
方

策
の
一
つ
と
し
て
、
竹
や
木
材
と

い
っ
た
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
の
有

効
活
用
が
重
要
と
捉
え
、①
化
石
燃

料
か
ら
地
域
の
バ
イ
オ
マ
ス
を
利
用

し
た
循
環
型
社
会
の
形
成
、②
森

林
、
里
山
環
境
整
備
に
よ
る
大
雨
や

地
震
な
ど
の
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
、③
林
業
の
振
興
を
含
む
総
合
的

な
産
業
振
興
等
の
実
現
を
目
指
す
こ

と
を
目
的
と
し
た
「
竹
田
市
バ
イ
オ

マ
ス
産
業
都
市
構
想
」
を
策
定
。
10

月
31
日
に
農
林
水
産
省
か
ら
「
バ
イ

オ
マ
ス
産
業
都
市
」
に
選
定
さ
れ
、

11
月
29
日
に
は
、
同
省
の
伊
東
副
大

臣
か
ら
、「
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
都
市
」

認
定
証
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
都
市
と
は
、
木

質
な
ど
の
地
域
の
バ
イ
オ
マ
ス
の
原

料
生
産
か
ら
収
集
、
運
搬
、
製
造
、

利
用
ま
で
の
経
済
性
が
確
保
さ
れ
た

一
貫
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
地
域
の

特
色
を
活
か
し
た
バ
イ
オ
マ
ス
産
業

を
軸
に
、
環
境
に
や
さ
し
く
、
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
地
域

の
こ
と
を
指
し
、
国
が
平
成
25
年
度

か
ら
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
全
国
の
83
地
域
が
認

定
を
受
け
て
お
り
、
本
年
は
本
市
や

音
楽
姉
妹
都
市
を
結
ん
で
い
る
長
野

県
中
野
市
な
ど
７
地
域
が
選
定
さ
れ

ま
し
た
。

循
環
型
社
会
の
取
り
組

み
を
推
進

　
本
市
の
既
存
の
取
り
組
み
で
は
、

未
利
用
材
を
薪
素
材
と
し
て
利
用

し
、
荻
の
里
温
泉
の
重
油
消
費
量
を

約
45
％
削
減
し
た
「
薪
ボ
イ
ラ
ー
導

入
事
業
」
や
、
放
置
さ
れ
た
竹
林
を

整
備
す
る
と
と
も
に
、
切
り
出
し
た

竹
を
竹
灯
籠
に
加
工
し
、
観
光
浮
揚

へ
と
つ
な
げ
た
「
竹
楽
」
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
特
に
20
年
続
い
て
い
る
竹

楽
は
、
使
用
し
た
竹
灯
籠
を
竹
炭
や

肥
料
に
再
利
用
す
る
な
ど
、
循
環
型

の
里
山
保
全
の
取
り
組
み
は
、
国
か

ら
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

　
今
回
認
め
ら
れ
た
「
竹
田
市
バ
イ

オ
マ
ス
産
業
都
市
構
想
」
で
は
、
次

の
３
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
現
を

目
指
し
ま
す
。

竹田市バイオマス産業都市構想案（将来像）
・バイオマスや竹資源による環境保全や地域活性化と産業振興

・自立・分散型エネルギーシステムによる災害に強いまちづくり

・地球温暖化防止と循環型社会の構築
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1月号
今月の目次　Lineup今月の目次　Lineup

人口のうごき

※令和元年12月１日現在の住民基本台帳による

　　　　　　　　　 （ 前 月 比 ）

人　口　21,426  人 　（－ 37 人 ）

男　性　10,045  人 　（－ 10 人 ）

女　性　11,381  人 　（－ 27 人 ）

世帯数　10,197 世帯 （－  7 世帯）

竹や木材を活かした循環型社会へ

移住・定住でまちににぎわいを ほか

元気いっぱいこども園 ほか

市有財産の有効活用で収入確保

安全・安心で穏やかな新年に ほか

グランツたけた情報

監査公表

監査公表／人権シリーズぬくもり ほか

たけたんカレンダー

たけたんインフォ

学び舎／まるごと博物館

図書館に行こう！

市長コラム「有由有縁」

電子感謝券スタート！ ほか

郷土の植物／すくすく１歳／アッパレ！

100歳／誕生おめでとう

岡の里ふるさとＵターン情報／竹田市

民チャンネル年末年始番組表／休日・

夜間の在宅当番医院 ほか

2

4

5

6

8

9

10

11

12

14

20

21

22

23

24

別冊

■題　字　草刈樵峰（竹田市在住の書家）

　
一
つ
め
は
森
林
環
境
譲
与
税
等
を

活
用
し
、
森
林
整
備
が
進
む
こ
と
で

出
て
く
る
未
利
用
材
を
集
め
る
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
の
供
給
体
制
づ
く
り

と
、
民
間
事
業
者
の
木
質
チ
ッ
プ
製

造
工
場
の
誘
致
を
支
援
す
る
「
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
製
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」。

　
二
つ
め
は
市
内
温
泉
施
設
に
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
を
導
入
し
、

将
来
的
に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
が
大

き
い
農
業
用
ハ
ウ
ス
な
ど
を
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
転
換
す
る
「
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
熱
利
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」。

　
三
つ
め
は
荒
廃
竹
林
を
地
域
産
業

の
活
動
の
中
で
生
か
し
て
い
く
こ
と

を
目
標
と
し
、
熱
利
用
だ
け
で
な

く
、
飼
料
、
農
業
用
土
壌
改
良
剤
や

竹
工
芸
品
の
開
発
を
進
め
る
「
竹
の

利
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
す
。

 

特
色
を
活
か
し
た
バ
イ

オ
マ
ス
産
業
都
市
へ

　
市
で
は
今
後
、
国
の
支
援
を
受

け
、「
環
境
に
や
さ
し
く
、
災
害
に

強
い
、
自
立
的
で
持
続
可
能
な
ま
ち

づ
く
り
」
の
具
現
化
に
向
け
た
実
行

力
の
あ
る
組
織
を
設
立
し
、
地
域
資

源
の
特
色
を
最
大
限
に
引
き
出
し
な

が
ら
、
市
民
協
働
に
よ
る
竹
田
市
独

自
の
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
都
市
を
実
現

し
て
い
き
ま
す
。

問
企
画
情
報
課
　
☎
63-

４
８
０
１

幸せ願う “おちょぼ口”
　倒れても倒れても何度でも

起き上がることから、その昔

「起き上がり様」と呼ばれて

いた竹田の伝統工芸品「姫だ

るま」。

　約370年前の岡藩下級武士

の妻、綾女がモデルとされる

「姫だるま」には松竹梅や太

陽を意味する頭部のひし形の

模様、願いを叶える背中の宝

珠が描かれ、家運隆盛の象徴

となった綾女と家族の絆、大きな愛と豊かさを表し

ています。

　市内唯一の工房「ごとう姫だるま工房」。木型作り

から下張り、絵付けに至るまでの16工程はすべて手

作業で行い、顔料に胡粉を混ぜ、ゼラチンを加えた

自然素材の泥絵の具は10年、20年と色褪せず、鮮や

かな色をたたえています。

　「昨年は全国的に災害の多い年だった。世の中が平

穏であることが一番」と話すのは、先代の後藤恒人

さんから工法を受け継いだ後藤明子さん。「皆さんが

幸せでありますように」と願いを込め、だるまに優

しくおちょぼ口を描き入れました。

①木質バイオマス燃料製造プロジェクト

②木質バイオマス熱利用プロジェクト

③竹の利活用プロジェクト 竹田市地域木質バイオマス利活用の仕組み案

人工針葉樹林

天然広葉樹林

木質バイオマス加工所

食品加工所など

農業ハウス

公共温浴・宿泊施設

田・畑など

荻

至大分

至大分

※バイオマスボイラ導入予定施設（３施設）

竹楽の収益

竹楽後の竹材 竹灯籠など　

里山トラスト
里山保全百年計画

地域住民による
回収・運搬

伐採・集積

チップ化・破砕化

竹林整備の日（一斉作業）
（10月～ 11 月初旬の指定日）

（購入費の支払い例）

家畜農場

竹粉製造 炭化製造チップ化

登録カード

登録カード

無煙炭化炉による
現場での竹炭作り

至原尻の滝

至黒川温泉

至阿蘇・熊本

豊後荻駅
玉来駅

豊後竹田駅

竹田市

久住
国民宿舎
久住高原荘

荻の里温泉

地元へ
利益の還元

温浴
利用券

燃料製造所

竹田温泉花水月

直入

家畜舎

敷料
（おが粉）

土壌改良剤
（炭）

木質燃料

木質バイオマス素材

竹林

442

57

47

412

↑荒廃した竹林から竹を切り出す竹楽の竹伐り
作業

↑未利用の木材を薪素材として活用している
荻の里温泉の薪ボイラー

土壌改良剤

竹粉堆肥

竹粉飼料

販売
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移住・定住でまちににぎわいを ほか

移
住
・

定
住
で
ま
ち
に
に
ぎ
わ
い
を

バ
イ
ク
で
災
害
支
援

中
九
州
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
宅
地
造
成
事
業
が
完
了

　
移
住
・
定
住
の
促
進
を
目
的
に
、

竹
田
市
植
木
の
旧
竹
田
中
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
に
整
備
を
進
め
て
い
た

住
宅
分
譲
地
「
中
九
州
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
」
の
造
成
工
事
が
完
成
し
、
12
月

５
日
、
現
地
で
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
今
年
１
月
に
開
通
し
た
中
九
州

横
断
道
路
の
竹
田
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
か
ら
車
で
１
分
、
大
分
市
中
心

部
ま
で
１
時
間
以
内
の
好
立
地
に

整
備
さ
れ
た
「
中
九
州
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
」。
開
発
面
積
は
約
１
万
６
千
平

方
メ
ー
ト
ル
で
、
分
譲
区
画
は
個
人

住
宅
26
区
画
、
集
合
住
宅
７
区
画

の
全
33
区
画
。
１
区
画
は
２
０
１
〜

３
３
８
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
分
譲
価

格
は
２
６
０
〜
４
５
０
万
円
台
。
総

事
業
費
は
約
２
億
３
千
万
円
。
中

九
州
横
断
道
路
の
建
設
で
出
た
残

土
を
利
用
し
た
こ
と
に
よ
り
、
経
費

の
削
減
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

　
関
係
者
約
30
人
が
出
席
し
た
式

で
は
、
公
園
の
一
角
に
オ
リ
ー
ブ
の

苗
木
を
記
念
植
樹
し
、
工
事
の
完

成
を
祝
い
ま
し
た
。
豊
後
大
野
市

朝
地
町
の
会
社
員
、
川
上
和
洋
さ

ん
（
57
歳
）
は
「
息
子
名
義
で
宅
地

購
入
を
申
し
込
ん
だ
。
あ
と
３
年
で

定
年
を
迎
え
る
が
、
自
然
豊
か
な
こ

の
場
所
で
ゆ
っ
く
り
し
た
生
活
を

送
り
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
12
月
５
日
現
在
で
、
個
人
住
宅
・

集
合
住
宅
と
も
７
区
画
が
予
約
済

と
な
っ
て
い
ま
す
。
住
宅
取
得
に
関

し
て
市
で
は
、「
中
九
州
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
未
来
応
援
助
成
事
業
」
や
「
市

定
住
促
進
住
宅
取
得
事
業
」「
市
民

間
賃
貸
住
宅
建
設
促
進
事
業
」
の

各
種
補
助
金
を
準
備
。
ま
た
、
市
と

包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
て
い
る

大
分
県
信
用
組
合
で
は
住
宅
ロ
ー

ン
「
夢
．
お
う
え
ん
プ
ラ
ン
」
を
設

け
、
竹
田
市
へ
の
移
住
・
定
住
を
支

援
し
て
い
ま
す
。

↑竣工を祝う関係者の皆さん。分譲地の情報については、竹田
市土地開発公社（☎0974-63-1111 内線256）までお問い合わ
せください

↑豊肥災害ボランティアバイク隊では随時隊員を募
集しています。麻生隊長（☎090-3327-8857）
までお問い合わせください

産地と消費者を繋ぐ

↑ホダ場でカゴいっぱいに原木しいたけを収穫
する参加者

　
阪
神
淡
路
大
震
災
や
東
日
本
大

震
災
で
は
、
家
屋
の
倒
壊
な
ど
で
緊

急
車
両
の
通
行
が
困
難
な
中
、
孤
立

集
落
の
安
否
確
認
や
医
薬
品
等
の

輸
送
に
バ
イ
ク
が
活
躍
し
て
い
ま

す
。
バ
イ
ク
の
有
用
性
を
生
か
し
、

災
害
時
に
お
け
る
支
援
活
動
を
行

お
う
と
、
県
内
で
は
２
番
目
と
な
る

豊
肥
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
イ
ク
隊

（
麻
生
純
二
隊
長
）
が
結
成
さ
れ
、

11
月
23
日
、
豊
後
大
野
市
消
防
本
部

で
発
隊
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
に
は
関
係
者
ら
約
30
人
が
出

席
。
麻
生
隊
長
は
「
日
々
技
術
の
向

上
に
努
め
、
県
や
豊
後
大
野
市
、
竹

田
市
か
ら
の
要
請
に
対
し
て
直
ち
に

出
動
で
き
る
体
制
を
構
築
し
た
い
」

と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　
隊
は
竹
田
市
や
豊
後
大
野
市
、
大

分
市
在
住
の
10
〜
60
代
の
20
人
で

構
成
。
隊
員
の
本
田
公
三
さ
ん
（
46

歳
・
桜
町
栄
）
は
「
バ
イ
ク
が
好
き

な
自
分
に
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と

考
え
、
隊
員
に
応
募
し
た
。
災
害
発

生
時
に
は
真
っ
先
に
出
動
し
た
い
」

と
力
を
込
め
ま
し
た
。

　
県
内
で
は
、
平
成
26
年
に
由
布
市

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
イ
ク
隊
が
結

成
さ
れ
、
平
成
29
年
に
は
県
と
同
隊

と
の
間
で
「
緊
急
・
救
援
輸
送
に
関

す
る
協
定
書
」
を
締
結
。
今
後
は
同

隊
と
の
合
同
訓
練
を
行
い
、
技
術
習

得
と
協
力
体
制
の
確
立
を
図
る
と
と

も
に
、
区
域
の
林
道
等
を
調
査
し

マ
ッ
プ
を
作
成
す
る
な
ど
の
活
動
に

取
り
組
む
そ
う
で
す
。

　
11
月
29
日
、
消
費
者
に
原
木
し
い

た
け
が
育
つ
環
境
や
生
産
工
程
を

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
竹
田
産
乾

し
い
た
け
の
魅
力
や
知
名
度
を
高
め

て
消
費
拡
大
に
つ
な
げ
、
産
地
の
維

持
と
生
産
者
の
所
得
向
上
を
図
ろ
う

と
、
し
い
た
け
収
穫
体
験
と
検
討
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
体
験
会
に
は
大
分
市
か
ら
７
人
が

参
加
し
、
久
住
町
栢
木
の
倉
橋
清
晴

さ
ん
（
70
歳
）
の
ホ
ダ
場
に
入
り
し

い
た
け
を
収
穫
し
ま
し
た
。
倉
橋
さ

ん
か
ら
美
味
し
い
し
い
た
け
の
見
分

け
方
を
教
え
て
も
ら
っ
た
参
加
者

は
、
か
さ
が
開
き
き
っ
て
い
な
い
肉

厚
な
し
い
た
け
の
柄
の
部
分
を
持

ち
、
手
で
も
ぎ
取
っ
て
収
穫
し
て
い

ま
し
た
。
山
崎
正
子
さ
ん
（
66
歳
）

は
「
ホ
ダ
場
に
入
り
、
し
い
た
け
の

収
穫
を
す
る
の
は
初
め
て
で
、
す
ご

く
新
鮮
。
菌
床
栽
培
は
し
た
こ
と
が

あ
る
が
、
原
木
で
の
し
い
た
け
栽
培

も
始
め
て
み
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
竹
田
市
椎
茸
生
産
振
興
会
の
佐
藤

公
紀
会
長
は
「
生
産
者
と
消
費
者
の

接
点
を
作
る
初
め
て
の
試
み
。
生
産

現
場
を
見
て
、
作
業
工
程
を
知
る
こ

と
で
、
竹
田
産
乾
し
い
た
け
の
魅
力

ア
ッ
プ
、
消
費
拡
大
に
つ
な
が
れ

ば
」
と
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

　
市
で
は
参
加
者
ら
の
意
見
を
参
考

に
、し
い
た
け
の
収
穫
と
料
理
体
験
に

観
光
を
セ
ッ
ト
に
し
た
モ
ニ
タ
ー
ツ

ア
ー
を
企
画
・
実
施
し
、体
験
ツ
ア
ー

の
商
品
化
に
つ
な
げ
る
予
定
で
す
。

ゆ
　
め

ひ
ろ
と
し

き
よ
は
る

こ
う
ぞ
う
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元気いっぱいこども園 ほか

神
原
と
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
が
私
の
原
点

思
い
を
主
張
に
込
め
て

「義美賞」に阿南駆さん

元気いっぱいこども園

↑今回のコンクールで入賞された皆さん

↑新しい園舎の完成を祝い、テープカットを行う関係者と
　園児たち

↑大分合同新聞福祉賞を
受賞した川口芳之さん

　第31回「佐藤義美賞」竹田童謡作詩

コンクールの表彰式が12月14日、佐藤

義美記念館で行われ、応募総数325点

の中から、緑ヶ丘中学校３年の阿南駆

さんの作品「行こう」が、最優秀賞にあ

たる「佐藤義美賞」に輝きました。

　阿南さんは「『歩く』ことをテーマに、

継続することの大切さを詩に込めた」

と、受賞に笑顔を見せていました。

　主な結果は次のとおりです。（敬称略）

▽小学生低学年の部優秀賞　辻岡藍子（竹

田小２年）▼優良賞　日小田蒼志（竹田小

２年）▼佳作　松岡心絆（豊岡小２年）▽小

学生高学年の部優秀賞　三浦琉人（宮城

台小６年）▼優良賞　柏木陽登（直入小４

年）▼佳作　宇田心寧（三重東小６年）▽中

学生の部優秀賞　二宮妃菜（緑ヶ丘中２年）

▼優良賞　中尾彩乃（緑ヶ丘中３年）▼佳

作　阿南咲千子（緑ヶ丘中３年）▽一般の

部優秀賞　渡部喜代美（竹田市岩本）

　
社
会
福
祉
法
人
や
ま
な
み
福
祉
会

元
理
事
長
の
川
口
芳
之
さ
ん（
83
歳
・

鏡
）
が
「
第
33
回
大
分
合
同
新
聞
福

祉
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
市
内
神
原
出
身
の
川
口
さ
ん
は
、

平
成
２
年
に
精
神
障
が
い
者
の
家
族

が
集
う
竹
田
や
ま
な
み
家
族
会
を
創

設
。
平
成
13
年
に
や
ま
な
み
福
祉
会

を
立
ち
上
げ
、
13
年
に
わ
た
っ
て
理

事
長
や
施
設
長
を
務
め
ま
し
た
。

　「
社
会
が
無
知
で
あ
る
が
故
に
、

地
域
か
ら
隔
離
さ
れ
亡
く
な
っ
て

い
っ
た
精
神
病
を
患
っ
た
人
た
ち
。

そ
の
無
念
の
思
い
や
悲
し
み
を
背

負
っ
た
家
族
の
姿
に
、『
こ
れ
じ
ゃ
い

け
な
い
』
と
思
っ
て
立
ち
上
げ
た
」

と
話
し
ま
す
。

　
川
口
さ
ん
の
行
動
力
と
思
想
の
原

点
は
学
生
時
代
、
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
研

究
会
に
入
会
し
た
27
歳
の
と
き
に
訪

れ
た
と
言
い
ま
す
。「
孤
児
教
育
や
民

衆
教
育
に
情
熱
を
捧
げ
、
人
間
の
本

質
は
皆
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
説
い
た

ス
イ
ス
の
教
育
家
・
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ

（
１
７
４
６
〜
１
８
２
７
）
の
教
育

思
想
が
、
神
原
の
人
と
同
じ
だ
っ

た
」。
子
ど
も
の
頃
、
両
親
を
亡
く
し

た
川
口
さ
ん
に
地
域
の
人
は
、「
寂
し

く
な
い
か
」「
お
腹
が
空
い
て
な
い
か
」

と
声
を
掛
け
、
温
か
い
手
を
差
し
伸

べ
て
く
れ
た
そ
う
で
す
。

　
現
在
は
市
内
中
心
部
に
開
設
さ
れ

た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
「
み
ん
な
の
い

え
カ
ラ
フ
ル
」
で
、障
が
い
の
有
無
や

年
齢
に
関
係
な
く
み
ん
な
が
集
え
る

場
所
づ
く
り
に
奮
闘
し
、「
精
神
保
健

福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
豊
岡
地
区
社

会
福
祉
協
議
会
、
近
隣
農
家
や
商
店

街
の
人
た
ち
。
賞
は
今
日
に
至
る
ま

で
強
め
ら
れ
、支
え
ら
れ
、希
望
を
失

わ
な
い
よ
う
に
と
励
ま
し
続
け
て
く

れ
た
皆
さ
ま
の
代
理
で
い
た
だ
き
ま

し
た
」
と
感
謝
の
言
葉
を
口
に
し
ま

す
。
受
賞
に
も
「
学
び
直
し
の
機
会

を
与
え
て
も
ら
っ
た
」
と
語
り
、「
本

を
読
み
直
す
と
、解
釈
し
足
り
な
か
っ

た
こ
と
に
気
づ
く
ん
で
す
」
と
楽
し

そ
う
な
表
情
を
見
せ
る
川
口
さ
ん
。

　「
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
の
思
想
に
出
会
っ

て
50
年
。
ま
だ
道
半
ば
で
す
」

　
荻
町
馬
場
の
荻
保
育
園
跡
地
に
建

設
さ
れ
て
い
た
幼
保
連
携
型
認
定
こ

ど
も
園
「
荻
げ
ん
き
こ
ど
も
園
」
の

園
舎
が
完
成
し
、
12
月
19
日
、
現
地

で
落
成
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
森
田
翔
輝
さ
ん
（
直
入
中
３
年
）

が
、
12
月
８
日
に
東
京
都
で
開
催

さ
れ
た
「
第
41
回
少
年
の
主
張
全

国
大
会
」
に
出
場
し
ま
し
た
。

　
同
大
会
は
全
国
約
55
万
人
の
参

　
荻
小
学
校
１
年
の
後
藤
渚
さ
ん
が

命
名
し
た
「
荻
げ
ん
き
こ
ど
も
園
」

は
、
鉄
骨
造
平
屋
建
て
で
延
床
面
積

は
約
９
６
０
平
方
メ
ー
ト
ル
。
０
〜

５
歳
児
ま
で
の
保
育
室
に
遊
戯
室
や

図
書
コ
ー
ナ
ー
、
調
理
室
な
ど
が
備

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
園
庭
等
整
備
を

含
む
総
工
費
は
約
４
億
４
千
万
円
。

　
園
を
運
営
す
る
市
社
会
福
祉
協
議

会
の
野
田
良
輔
会
長
は
「
年
度
末
に

完
成
予
定
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

活
動
施
設
を
併
設
し
た
こ
ど
も
園
。

地
域
に
根
ざ
し
た
子
育
て
拠
点
施
設

を
目
指
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

　
園
児
た
ち
は
新
園
舎
で
の
生
活
に

胸
を
膨
ら
ま
せ
な
が
ら
、「
あ
の
青

い
空
の
よ
う
に
」
や
「
喜
び
の
歌
」

を
元
気
よ
く
歌
い
ま
し
た
。

加
者
か
ら
選
び
抜
か
れ
た
中
学
生

12
人
が
、
日
頃
抱
い
て
い
る
思
い
や

考
え
を
主
張
し
ま
す
。

　
森
田
さ
ん
は
発
表
テ
ー
マ
『
自

分
ら
し
く
』
で
、「
身
長
が
低
い
こ

と
で
か
ら
か
わ
れ
て
い
た
自
分
の

悩
み
を
じ
っ
と
聞
い
て
く
れ
た
友

人
、
前
向
き
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
く
れ

た
家
族
。
そ
の
お
か
げ
で
、
自
分
の

コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
を
チ
ャ
ー
ム
ポ
イ

ン
ト
に
変
え
る
こ
と
が
で
き
た
」

と
、
素
直
な
思
い
を
来
場
者
に
伝
え

ま
し
た
。

かける

↑少年の主張全国大会に出
場した森田翔輝さん

よ
し  

の

し
ょ
う
き
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市
有
財
産
の
有
効
活
用
で
収
入
確
保

対
談

　健
全
な
財
政
運
営
に
向
け
て

副
市
長
　
志
賀
さ
ん
、
今
日
は
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
志
賀
さ
ん
に

は
総
合
文
化
ホ
ー
ル
運
営
審
議
会
の

委
員
を
務
め
て
い
た
だ
き
、
市
民
の

視
点
か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

 

志
賀
さ
ん
　
副
市
長
さ
ん
と
の
出
会

い
は
確
か
、
就
任
さ
れ
た
当
時
の
英

会
話
教
室
で
し
た
。
ド
イ
ツ
出
身
の

　
竹
田
市
で
は
現
在
、
令
和
２
年
度
の
当
初
予
算
編
成
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
本
市
で
は
こ
れ
ま
で
も
健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
て
き
ま
し
た
が
、
普
通
交
付
税
の
減
少
や
過
疎
化
・
高

齢
化
の
進
行
に
よ
る
労
働
力
人
口
の
減
少
、
加
え
て
本
市
に
は
事
業
所
が
少
な
い
こ
と
か
ら
大
幅
な
税
収
の

増
加
は
見
込
め
ま
せ
ん
。

　
令
和
２
年
度
も
国
や
県
な
ど
の
補
助
事
業
を
有
効
活
用
し
な
が
ら
、
地
域
に
活
気
を
も
た
ら
す
事
業
の
推

進
に
取
り
組
み
ま
す
が
、
歳
入
の
増
加
が
見
込
め
な
い
状
況
で
は
、
今
後
歳
出
を
ど
の
よ
う
に
設
計
し
て
い

く
か
が
、
財
政
運
営
を
左
右
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
今
月
号
で
は
、「
健
全
な
財
政
運
営
に
向
け
て
〜
市
有
財
産
の
有
効
活
用
で
収
入
確
保
」
を
テ
ー
マ
に
、

野
田
良
輔
竹
田
市
副
市
長
と
、
市
内
で
民
宿
を
営
む
志
賀
幸
美
さ
ん
の
対
談
を
お
伝
え
し
ま
す
。

国
際
交
流
員
、
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ア
さ
ん

に
一
緒
に
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
ね
。

　
昨
年
７
月
に
は
、
竹
田
市
と
国
際

姉
妹
都
市
の
ド
イ
ツ
・
バ
ー
ド
ク
ロ

ツ
ィ
ン
ゲ
ン
市
で
行
わ
れ
た
交
流
30

周
年
記
念
式
典
に
、
市
民
訪
問
団
の

一
員
と
し
て
夫
婦
で
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

 

副
市
長
　
炭
酸
泉
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

旧
直
入
町
と
の
間
で
始
ま
っ
た
交
流

は
、
市
全
域
に
広
が
り
、
市
民
同
士

の
ロ
ー
カ
ル
で
温
か
な
絆
が
育
ま
れ

て
い
ま
す
ね
。

　
昨
年
６
月
に
は
ク
ア
パ
ー
ク
長
湯

が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
が
、
ド
イ
ツ

の
先
駆
的
な
温
泉
療
養
の
取
り
組
み

を
参
考
に
、
温
泉
を
活
用
し
た
竹
田

式
湯
治
を
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

志
賀
さ
ん
　
現
地
で
は
炭
酸
泉
の
温

泉
施
設
「
ヴ
ィ
タ
ク
ラ
シ
カ
」
を
見

学
し
て
、
実
際
に
体
験
し
ま
し
た

が
、
隣
国
フ
ラ
ン
ス
か
ら
も
多
く
の

人
が
訪
れ
て
い
て
驚
き
ま
し
た
。

　
ク
ア
パ
ー
ク
長
湯
も
炭
酸
泉
で
す

し
、
今
後
の
取
り
組
み
に
期
待
で
き

ま
す
ね
。
渡
航
費
は
痛
か
っ
た
け

ど
、
貴
重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
県
内
の
他
の
自
治
体

で
は
、
財
政
状
況
が
非
常
に
厳
し
い

状
態
に
あ
る
と
新
聞
で
目
に
し
ま
し

た
が
、
竹
田
市
は
大
丈
夫
な
の
で

し
ょ
う
か
？

副
市
長
　
今
、
令
和
２
年
度
の
予
算

編
成
の
真
っ
只
中
で
す
が
、
確
か
に

高
齢
化
が
顕
著
に
進
む
竹
田
市
に

あ
っ
て
、
医
療
や
介
護
な
ど
の
社
会

保
障
給
付
費
の
増
大
が
予
想
さ
れ
、

次
年
度
以
降
も
厳
し
い
予
算
編
成
が

続
き
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
市
で
は
、
養
護
老
人

ホ
ー
ム
南
山
荘
や
荻
保
育
所
の
民
営

化
な
ど
に
よ
り
、
合
併
当
時
に
５
２

２
人
い
た
職
員
を
14
年
間
で
１
７
６

人
減
ら
し
、
職
員
の
給
料
カ
ッ
ト
と

併
せ
て
14
億
円
を
超
え
る
経
費
を
削

減
す
る
な
ど
、
職
員
の
努
力
と
理
解

で
行
財
政
改
革
を
積
極
的
に
進
め
て

い
ま
す
。

志
賀
さ
ん
　
そ
ん
な
に
減
っ
て
い
る

ん
で
す
ね
！
市
内
に
は
図
書
館
が
で

き
ま
し
た
し
、
一
昨
年
は
グ
ラ
ン
ツ

た
け
た
も
開
館
し
ま
し
た
。
今
年
４

月
に
は
歴
史
文
化
館
と
城
下
町
交
流

プ
ラ
ザ
が
オ
ー
プ
ン
す
る
と
聞
い
て

い
ま
す
。
ま
ち
に
活
気
や
賑
わ
い
を

生
み
出
す
施
設
が
で
き
る
こ
と
は
と

て
も
嬉
し
い
の
で
す
が
、
新
し
い
施

設
の
維
持
管
理
費
が
今
の
予
算
に
上

乗
せ
さ
れ
る
と
思
う
と
不
安
が
大
き

い
で
す
。

 

副
市
長
　
そ
う
で
す
よ
ね
。
志
賀
さ

ん
が
お
っ
し
ゃ
ら
れ
た
施
設
で
大
規

模
な
整
備
は
ひ
と
段
落
で
す
。
災
害

か
ら
の
復
興
を
目
指
し
た
グ
ラ
ン
ツ

た
け
た
な
ど
の
施
設
の
建
設
に
は
、

社
会
資
本
整
備
交
付
金
や
合
併
特

例
債
を
活
用
し
、
一
般
財
源
ベ
ー
ス

で
は
平
成
26
年
度
以
降
も
平
均
し
た

支
出
と
な
る
よ
う
に
工
夫
し
て
き
ま

し
た
。

　
今
後
は
、
施
設
の
維
持
管
理
費
や

改
修
費
等
の
抑
制
は
可
能
か
、
長
期

的
に
維
持
費
を
ど
う
捻
出
し
て
い
く

か
、
施
設
の
総
量
を
い
か
に
削
減
し

て
い
く
か
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　
市
で
は
、
公
共
施
設
の
集
約
化
や

遊
休
施
設
の
売
却
・
除
却
、
民
間
活

力
に
よ
る
利
活
用
の
推
進
を
図
る
た

め
、
平
成
28
年
３
月
に
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
ま
た
個
別
施
設
計
画
の
中
で
、
施

設
ご
と
に
今
後
の
あ
り
方
を
検
討
し

野田 良輔 副市長

　平成21年に大分県を退職後、

株式会社全国商店街支援セン

ターの総合支援グループ・チー

フマネージャー、竹田市東京事

務所長を歴任。平成25年６月、

竹田市副市長に就任。竹田市社

会福祉協議会会長、（一財）久

住やすらぎ観光公社理事長、Ｔ

ＡＯ財団理事長を兼任。趣味は

映画「スターウォーズ」を鑑賞

すること。現在は市内殿町に居

を構える。64歳。

野田 良輔  副市長
の　 だ　りょうすけ
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市有財産の有効活用で収入確保

な
が
ら
、
現
状
維
持
・
譲
渡
・
除
却

等
の
方
針
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

 

志
賀
さ
ん
　
市
で
は
今
、
ど
の
く
ら

い
の
施
設
を
抱
え
て
い
る
ん
で
す

か
？

 

副
市
長
　
計
画
を
策
定
し
た
３
年

前
、
施
設
数
が
３
１
１
、
延
床
面
積

26
万
１
７
９
８
平
方
メ
ー
ト
ル
、
人

口
２
万
４
０
７
４
人
に
対
す
る
１
人

当
た
り
の
延
床
面
積
は
10
・
９
平
方

メ
ー
ト
ル
で
し
た
。
こ
れ
は
全
国
平

均
の
約
３
・
４
倍
に
あ
た
り
、
合
併

前
か
ら
旧
１
市
３
町
が
持
っ
て
い
た

施
設
を
そ
の
ま
ま
引
き
継
い
だ
こ
と

が
要
因
で
す
。

　
今
年
度
末
に
は
３
０
５
施
設
、
延

床
面
積
26
万
５
８
５
平
方
メ
ー
ト

ル
、
11
月
末
現
在
の
人
口
２
万
１
４

２
６
人
に
対
す
る
１
人
当
た
り
の
延

床
面
積
は
12
・
２
平
方
メ
ー
ト
ル
と

な
る
予
定
で
、
完
成
間
近
の
歴
史
文

化
館
と
城
下
町
交
流
プ
ラ
ザ
を
加
え

て
も
、
３
年
間
で
施
設
で
は
６
施

設
、
延
床
面
積
で
は
１
２
１
３
平
方

メ
ー
ト
ル
を
削
減
し
て
い
ま
す
。

 
志
賀
さ
ん
　
な
ん
と
な
く
成
果
が
出

て
い
る
の
は
わ
か
り
ま
す
。
具
体
的

に
は
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
か
？

 

副
市
長
　
施
設
の
売
却
や
貸
し
付
け

は
も
ち
ろ
ん
、
今
あ
る
施
設
を
複
合

や
転
用
に
よ
り
活
用
す
る
こ
と
が
有

効
な
手
段
で
す
。

　
福
祉
健
康
エ
リ
ア
に
荻
支
所
を
移

転
し
ま
し
た
し
、
荻
駅
の
中
に
図
書

館
を
移
転
し
ま
し
た
。
久
住
支
所
に

は
Ｊ
Ａ
お
お
い
た
久
住
支
店
、
九
州

ア
ル
プ
ス
商
工
会
が
入
る
と
と
も

に
、
美
術
館
機
能
を
備
え
た
複
合
施

設
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
旧
竹
田

中
学
校
を
竹
田
総
合
学
院
（
Ｔ
Ｓ
Ｇ
）

に
、
旧
下
竹
田
小
学
校
は
県
立
芸
術

文
化
短
期
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
転

用
さ
れ
る
な
ど
、
他
に
も
多
く
の
施

設
が
そ
の
機
能
を
新
た
に
し
、
賑
わ

い
の
創
出
、
産
業
振
興
に
寄
与
し
て

い
ま
す
。
今
建
物
の
解
体
を
進
め
て

い
る
駅
近
く
の
旧
下
木
分
庁
舎
の
跡

地
は
、
駐
車
場
と
し
て
活
用
す
る
予

定
で
す
。

　
さ
ら
に
、
行
政
が
直
接
整
備
す
る

よ
り
効
果
が
見
込
め
る
場
合
な
ど
に

は
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
担
う
民
間
や

社
会
福
祉
法
人
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど

に
施
設
整
備
費
を
補
助
す
る
こ
と

で
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
方

法
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
廃
止
ま
た
は
不
要
と
判
断
さ
れ
た

施
設
を
積
極
的
に
売
却
し
、
売
却
資

金
を
他
施
設
の
整
備
や
改
修
費
用
の

一
部
と
し
て
活
用
し
た
り
、
基
金
と

し
て
積
み
立
て
た
り
す
る
こ
と
で
、

資
金
が
循
環
す
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築

す
る
こ
と
も
重
要
で
す
。
最
終
的
に

不
要
な
施
設
に
つ
い
て
は
取
り
壊
し

を
行
い
、
そ
の
土
地
の
売
却
や
貸
し

付
け
に
よ
り
資
金
の
確
保
に
努
め
て

い
ま
す
。

 

志
賀
さ
ん
　
収
入
と
し
て
は
ど
の
く

ら
い
上
が
っ
て
い
る
ん
で
し
ょ
う
？

副
市
長
　
グ
ラ
フ
を
見
て
い
た
だ
き

た
い
の
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
に
旧
長

寿
館
（
直
入
町
）
や
旧
久
住
公
民
館

跡
地
（
久
住
町
）
な
ど
の
建
物
や
土

地
を
売
却
、
貸
し
付
け
る
な
ど
し
、

平
成
26
年
度
に
は
約
２
７
５
８
万
円

だ
っ
た
収
入
が
、
平
成
30
年
度
に
は

２
倍
以
上
の
５
７
４
０
万
円
ま
で
伸

び
て
い
ま
す
。
今
年
度
も
旧
学
校
給

食
共
同
調
理
場
や
旧
久
住
校
大
船

寮
、
旧
林
業
セ
ン
タ
ー
跡
地
な
ど
の

施
設
の
売
却
益
を
基
金
に
積
み
立
て

る
予
定
で
す
。

 

志
賀
さ
ん
　
財
政
運
営
の
健
全
化
に

向
け
て
、
市
が
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
進
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。
世
界
的
な
建
築
家
の
隈
研
吾

さ
ん
や
坂
茂
さ
ん
が
デ
ザ
イ
ン
し
た

建
物
が
竹
田
に
あ
る
の
も
魅
力
の
発

信
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
し
、
何

よ
り
も
施
設
を
活
用
す
る
の
は
市
民

で
す
か
ら
、
官
民
一
体
と
な
っ
て
安

全
安
心
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
め
た
ら
い
い
で
す
ね
。

 

副
市
長
　
そ
う
で
す
ね
。
市
で
は
今

後
も
歳
出
削
減
に
努
め
な
が
ら
、
同

時
に
地
場
産
業
の
振
興
や
企
業
誘
致

を
進
め
、
竹
田
で
暮
ら
す
人
が
心
豊

か
に
、
全
国
か
ら
若
者
が
集
ま
る
よ

う
な
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
き
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
、
一

緒
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
！

志賀 幸美さん

　久住町千人塚出身。同町今

村に平成30年６月、民宿「NISHI

NOKUBO（ニシノクボ）」をオー

プン。夫・和博さんと２人で経営

している。フレンドシップフォー

ス大分のメンバーとして、ホーム

ステイを通じた国際交流を積極

的に行い、立命館アジア太平洋

大学の学生や海外ボランティア

の受け入れも行っている。最近

はシンガポールやカナダ、ブラ

ジルなどからも旅行者が訪れ、

交流を楽しんでいるそう。62歳。

平成26年度
0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

千円

　貸付収入（土地）　　貸付収入（建物）

　売却収入（土地）　　売却収入（建物）　　売却収入（物品）　　売却収入（立木）

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

財産収入推移

27, 585

41,106

3,761

14,292

178
4,535

3,167

18,934

263
3,000

3,207

16,820

534

45,801

56,209
57,403

17,214

16,254
17,497

3,204

9,484

4,390

22,828

3,304
1,456

10,451

3,706

21,038

2,836

4,274

21,477

志賀 幸美 さん
し　   が　 ゆ き   み
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安
全
・

安
心
で
穏
や
か
な
新
年
に

本
物
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
子
ど
も
た
ち
に

70
年
前
の
ポ
ス
タ
ー
発
見

元気な身体で
　寒さにカツ！

笑顔で新しい年を
歳末助け合い
チャリティーショー

　
年
末
年
始
に
向
け
、
交
通
事
故
や

特
殊
詐
欺
等
の
事
件
の
未
然
防
止
を

目
的
と
し
た
特
別
警
戒
部
隊
「
岡
城

部
隊
」
の
発
隊
式
が
12
月
２
日
、
竹

田
警
察
署
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
竹
田
署
員
で
構
成
す
る
岡
城
部
隊

（
髙
橋
祐
司
隊
長
、
22
人
）
や
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
隊
員
な
ど
約
50
人
が
参

加
。
竹
田
警
察
署
の
寶
珠
山
和
久
署

長
が
「
事
件
事
故
の
未
然
防
止
に
全

力
を
尽
く
し
、
市
民
が
安
心
し
て
新

年
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
に
活
動
し
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
一

日
警
察
署
長
に
任
命
さ
れ
た
竹
田
市

観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
レ
デ
ィ
の
川
上

あ
ず
さ
さ
ん
（
27
歳
・
大
分
市
）
が

「
特
殊
詐
欺
の
被
害
が
一
件
で
も
な

安全・安心で穏やかな新年に ほか

く
な
る
よ
う
活
動
し
た
い
」
と
述
べ

ま
し
た
。

　
川
上
さ
ん
は
岡
城
部
隊
の
隊
員
ら

と
市
内
の
金
融
機
関
を
巡
回
。
来
店

客
に
特
殊
詐
欺
被
害
防
止
の
呼
び
か

け
を
行
い
ま
し
た
。

↑「特殊詐欺に注意してください」と笑顔でチラ
シを手渡す一日警察署長の川上さん

↑振付家の近藤良平さんの動きに合わせて体
を動かす子どもたち

↑川畠成道さんのヴァイオリンと寺
嶋陸也さんのピアノの演奏に聴き
入る児童たち

↑大きなトンカツを頬張る児童たち

↑見つかった70年前のポスター

↑笑いで会場を盛り上げた出演者の皆さん

　第15回歳末助け合いチャリティーショーが

12月１日、グランツたけたで行われました。午

前と午後の部に合わせて21団体が出演。神楽

や舞踊、フラダンス、寸劇などが披露され、会

場は笑い声と笑顔に包まれていました。

　皆さまにご購入いただいた1410枚（12月３

日現在）の協力券の収益は、地域福祉の向上・

充実のために活用されます。また、同時に行っ

た「ＮＨＫ歳 末 た す け あ い 義 援 金」で は、

77,648円の募金を寄せていただきました。皆

さま、ご協力ありがとうございました。

竹田市社会福祉協議会・竹田市社会福祉課

　
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
で
は
学
校
や
福

祉
施
設
へ
出
張
し
、
一
流
の
芸
術
文

化
に
触
れ
て
も
ら
う
ア
ウ
ト
リ
ー
チ

事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
11
月
22
日
、
荻
小
学
校
と
南
部
小

学
校
の
児
童
、
南
部
幼
稚
園
の
園
児

約
３
４
０
人
を
対
象
に
、
川
畠
成
道

さ
ん
と
寺
嶋
陸
也
さ
ん
に
よ
る
出
前

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
は
体
で
リ
ズ
ム
を
刻
ん
だ

り
、
驚
い
て
顔
を
見
合
わ
せ
た
り
、

川
畠
さ
ん
が
奏
で
る
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

の
音
色
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
12
月
６
日
に
は
南
部
こ
じ
か
ク
ラ

ブ
の
子
ど
も
た
ち
に
、
近
藤
良
平
さ

ん
に
よ
る
ダ
ン
ス
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
お
届
け
し
ま
し
た
。
近
藤
さ
ん
は

Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
て
っ
ぱ

ん
」
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
振
り
付
け

な
ど
を
手
掛
け
、
２
０
１
７
年
芸
術

推
奨
文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞
し
た

一
流
の
舞
踏
家
で
振
付
家
。
子
ど
も

た
ち
は
ヘ
ン
テ
コ
だ
け
ど
難
し
い
動

き
に
笑
い
転
げ
な
が
ら
も
、
夢
中
で

体
を
動
か
し
て
い
ま
し
た
。

　
近
藤
さ
ん
は
現
在
、
竹
田
市
民
と

一
緒
に
「
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
廉
太
郎

企
画
」
の
舞
台
づ
く
り
に
挑
戦
し
て

い
ま
す
。
歌
う
の
も
市
民
な
ら
、
踊

る
の
も
市
民
。
全
く
新
し
い
舞
台
作

品
が
竹
田
で
誕
生
し
ま
す
。
詳
し
く

は
９
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
今
か
ら
70
年
前
、
昭
和
24
年
に
開

催
さ
れ
た
「
第
３
回
瀧
廉
太
郎
記
念

音
楽
祭
」
の
ポ
ス
タ
ー
が
見
つ
か

り
、
市
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
寄
贈
し
た
の
は
後
藤
建
一
さ
ん

（
64
歳
・
下
矢
倉
）。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
偶
然
見
つ
け
落

札
し
た
そ
う
で
す
。

　
月
明
か
り
に
照
ら
さ
れ
た
岡
城
跡

の
石
垣
や
ス
ス
キ
が
描
か
れ
た
ポ
ス

タ
ー
は
縦
53
セ
ン
チ
、
横
37
セ
ン
チ

で
多
色
刷
り
。
第
３
回
の
開
催
日

「
10
月
１
日
・
２
日
」
の
日
付
が
入
っ

て
い
ま
す
。

　
後
藤
さ
ん
は
「
戦
後
間
も
な
い
時

期
に
開
催
さ
れ
た
音
楽
祭
。
ポ
ス

タ
ー
を
見
て
、
当
時
に
思
い
を
馳
せ

て
く
れ
た
ら
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
ポ
ス
タ
ー
は
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
の

ロ
ビ
ー
に
展
示
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
県
養
豚
協
会
（
工
藤
厚
憲
会
長
）

に
加
盟
す
る
市
内
の
養
豚
農
家
が
、

学
校
給
食
に
豚
肉
約
78
キ
ロ
を
無
償

提
供
し
ま
し
た
。
生
産
者
３
人
が
訪

問
し
た
久
住
小
学
校
で
は
、
児
童
ら

が
献
立
の
ト
ン
カ
ツ
を
美
味
し
そ
う

に
頬
張
っ
て
い
ま
し
た
。

ほ
う
し
ゅ
や
ま

か
わ
ば
た
な
り
み
ち

て
ら
し
ま
り
く  

や
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チケット・イベント情報
グランツたけた   ☎63-4837

瀧
廉
太
郎
を「
歌
っ
て
」「
踊
る
」!?

三善晃×近藤良平

NHKオーディオドラマ
FMシアター 「たきれん！」

瀧廉太郎“日本の四季”を歌う！踊る！
合唱×ダンス×市民　他に類を見ないグランツだけの試み！第１部

日時　2月2日㈰ 14:00開演

料金　一般4,000円、市民価格3,000

円、高校生以下2,000円（全席自由／

３歳未満入場不可／有料託児サービ

スあり１/26㈰締切）※宝くじの助成

により、特別料金になっています。

　毎年10月に開かれる「瀧廉太郎記念全日本高等

学校声楽コンクール」。そこで優勝するために竹田

に引っ越してきた女子高生・青柳うららと巻き込

まれたピアノ少年・桜木櫂。そして、なぜか２人

を見守る１匹のキツネ。そこに、あの瀧廉太郎も

登場…!? 果たして、２人の行く末は？

新元号ツアー2019 千秋楽第２部

コンドルは飛ぶ 南米マルシェ開催！

　グランツたけたでは主催公演の際に、マル

シェを開催しています。

　今回は、近藤良平が少年時代を過ごした南米

をテーマにした食をお楽しみいただけます。
※チケットをお持ちでない方もご来場いただけます。

入場無料 入場無料

入場無料

③
グランツ映画館“玉洗劇場”

　『あなた、その川を渡らないで』
日時　１月13日（月・祝）10:00／14:00／18:00

　　　（１日３回上映／各回20分前開場）

料金　一般1,000円、高校生以下500円

　　　（全席自由／消費税込／当日200円増）

関連イベント

別府ブルーバード劇場支配人・岡村実紀が語る映画の魅力　

11:30～11:50（午前の部終了後）、13:40～14:00（午後の部上映前）

④
ふらっと気楽に！“ふら×きら”コンサートvol.16

　「もうすぐバレンタイン！コンサート」
日時　２月８日㈯ 12:15～／17:15～

①DRUM TAO
　  新春 SUPER LIVE 「飛翔」
日時　1月4日㈯ 18:00開演

　　　1月5日㈰ 14:00開演

料金　一般6,000円、市民価格4,000円、

　　　Gシート3,000円 ※マルシェ券付き

　　　（全席指定／未就学児入場不可）

②耕す里の神楽研修舞

　
日時　１月19日㈰

　　　10:00開演

※マルシェあり！ 　料金はすべて消費税込。Ｇシート（３階バルコニー席）は舞台の一部

が見えづらい席となっています。３歳未満・未就学児入場不可の公演

は有料託児サービスあり（要事前申込）。 ☎63-4837（グランツたけた）

2020年２月８日㈯
午後10時～10時50分  （NHK FMにて）

瀧廉太郎記念全日本高等学校声楽コンクールがラジオドラマに！

廉
太
郎
を
愛
す
る
市
民
と
作
る

　
　グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
廉
太
郎
企
画

新 年のグランツも目が離せない！

当日券
あり

塾生募集中! ⓒHARU

2020年１月発行9



監査公表

監

査

公

表
竹
田
市
監
査
委
員

児

　玉

　淳

　一

阿

　部

　雅

　彦

　
地
方
自
治
法
第
１
９
９
条
の
規
定

に
基
づ
き
、
令
和
元
年
８
月
か
ら
10

月
ま
で
の
各
月
に
お
い
て
、
市
長
部

局
、
教
育
委
員
会
、
選
挙
管
理
委
員

会
及
び
財
政
援
助
団
体
等
の
監
査
を

実
施
し
た
の
で
、
そ
の
結
果
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

■
共
通
事
項

　
財
務
事
務
に
関
す
る
監
査
に
つ
い

て
は
事
前
に
精
査
を
し
、
監
査
当
日

は
証
書
類
及
び
そ
の
他
関
係
書
類
等

の
審
査
を
行
い
、
処
理
に
つ
い
て
修

正
が
必
要
な
箇
所
は
改
善
す
る
よ
う

指
導
し
た
。

    

市
長
部
局

■
農
政
課

　
竹
田
市
管
内
の
森
林
の
調
査
・
検

証
に
努
め
る
と
と
も
に
、
今
後
の
林

業
振
興
に
一
層
取
り
組
ま
れ
る
よ
う

要
望
す
る
。

　
第
４
期
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払

制
度
の
最
終
年
度
と
な
り
、
こ
れ
ま

で
の
評
価
と
課
題
を
検
証
し
な
が

ら
、
第
５
期
に
向
け
て
集
落
機
能
を

強
化
し
、
持
続
的
な
体
制
を
構
築
す

る
よ
う
要
望
す
る
。

■
畜
産
振
興
室

　
ヘ
ル
パ
ー
制
度
を
は
じ
め
と
す
る

人
員
の
確
保
並
び
に
畜
産
業
の
活
性

化
の
た
め
に
、
関
係
機
関
と
更
な
る

連
携
を
図
ら
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

■
久
住
支
所
地
域
振
興
課

　
久
住
高
原
荘
の
運
営
等
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
の
経
過
を
検
証
し
な

が
ら
十
分
な
協
議
を
尽
く
さ
れ
る
よ

う
要
望
す
る
。

　
指
定
管
理
施
設
の
最
終
的
な
責
任

は
市
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
各
施
設
へ

の
定
期
的
な
訪
問
な
ど
を
通
じ
管
理

運
営
等
の
指
導
を
更
に
強
化
し
、
検

証
・
検
討
を
重
ね
る
よ
う
要
望
す

る
。

■
直
入
支
所
地
域
振
興
課

　
長
湯
温
泉
療
養
文
化
館
「
御
前

湯
」・
ク
ア
パ
ー
ク
長
湯
を
は
じ
め

と
す
る
中
核
施
設
を
基
軸
と
し
た
回

遊
性
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
一
層
取

り
組
ま
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

　
指
定
管
理
施
設
の
最
終
的
な
責
任

は
市
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
各
施
設
へ

の
定
期
的
な
訪
問
な
ど
を
通
じ
管
理

運
営
等
の
指
導
を
更
に
強
化
し
、
検

証
・
検
討
を
重
ね
る
よ
う
要
望
す
る
。

■
建
設
課

　
道
路
・
橋
梁
・
ト
ン
ネ
ル
等
の
長

寿
命
化
に
基
づ
く
点
検
・
維
持
補
修

に
よ
り
、
市
民
の
安
全
・
安
心
を
確

保
し
て
い
た
だ
く
よ
う
要
望
す
る
。

　
市
営
住
宅
の
管
理
代
行
制
度
を
は

じ
め
と
す
る
各
制
度
の
導
入
実
施
に

つ
い
て
は
、
常
に
検
証
を
重
ね
な
が

ら
社
会
福
祉
の
増
進
の
た
め
の
公
営

住
宅
の
適
正
な
管
理
に
一
層
努
め
ら

れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

■
財
政
課

　
財
政
構
造
の
弾
力
性
確
保
の
た
め
、

今
後
も
経
常
収
支
比
率
の
改
善
に
積

極
的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
税
・

使
用
料
・
ふ
る
さ
と
納
税
等
の
自
主

財
源
の
確
保
及
び
収
入
未
済
額
の
解

消
に
引
き
続
き
努
力
さ
れ
る
よ
う
要

望
す
る
。

■
竹
田
保
育
所

　
保
育
方
針
「
豊
か
な
人
間
性
を
持

ち
、
豊
か
に
生
き
る
た
め
の
基
礎
が

身
に
つ
く
よ
う
に
」
の
目
標
に
向
け

て
、
保
護
者
・
地
域
と
の
連
携
を
図

り
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た

い
。

■
会
計
課

　
会
計
書
類
等
の
審
査
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
適
正
な
会
計
処
理
の
審
査

に
取
り
組
ま
れ
る
と
と
も
に
、
基
金

の
適
正
な
運
用
に
一
層
取
り
組
ま
れ

る
よ
う
要
望
す
る
。

■
農
林
整
備
課

　
補
助
金
事
業
に
つ
い
て
は
、
公
益

上
の
必
要
性
が
客
観
的
に
認
め
ら

れ
、
か
つ
補
助
対
象
者
が
自
助
努
力

を
以
っ
て
し
て
も
、
な
お
不
足
す
る

部
分
を
補
助
す
る
と
い
う
必
要
最
小

限
の
原
則
に
基
づ
き
透
明
性
を
確
保

す
る
と
と
も
に
、
抜
本
的
に
そ
の
必

要
性
を
再
検
証
し
、
過
去
の
施
策
効

果
の
検
証
を
含
め
適
正
に
行
わ
れ
る

よ
う
要
望
す
る
。

　
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業

に
つ
い
て
は
、
法
律
に
基
づ
く
事
業

の
目
的
が
活
動
組
織
関
係
者
へ
十
分

浸
透
さ
れ
る
よ
う
指
導
強
化
を
要
望

す
る
。

    

教
育
委
員
会

■
直
入
幼
稚
園

　
教
育
目
標
の
「
た
く
ま
し
く
　
心

豊
か
で
　
意
欲
的
な
子
ど
も
の
育

成
」
に
向
け
て
、
家
庭
・
地
域
・
関

係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
、
更
に
取

り
組
ま
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

■
城
原
小
学
校

　
学
校
教
育
目
標
の
「
学
び
の
力
を

身
に
つ
け
た
、
心
豊
か
な
城
原
っ
子

の
育
成
」
に
向
け
て
、
家
庭
・
地
域
・

関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
、
更
に

取
り
組
ま
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

■
久
住
小
学
校

　
学
校
教
育
目
標
の
「
豊
か
な
心
と

確
か
な
学
力
を
身
に
つ
け
た
　
た
く

ま
し
い
久
住
っ
子
の
育
成
」
に
向
け

て
、
家
庭
・
地
域
・
関
係
機
関
と
の

連
携
を
図
り
、
更
に
取
り
組
ま
れ
る

よ
う
要
望
す
る
。

■
白
丹
小
学
校

　
学
校
教
育
目
標
の
「
進
ん
で
学
習

し
互
い
の
良
さ
を
認
め
合
い
、
よ
り

良
い
生
活
を
追
求
す
る
白
丹
っ
子
の

育
成
」
に
向
け
て
、
家
庭
・
地
域
・

関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
更
に
取

り
組
ま
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

 

■
直
入
小
学
校

　
学
校
教
育
目
標
の
「
と
も
に
考
え

認
め
合
い
　
け
じ
め
あ
る
　
児
童
の

育
成
」
に
向
け
て
、
家
庭
・
地
域
・

関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
更
に
取

り
組
ま
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

 

■
久
住
中
学
校

　
学
校
教
育
目
標
の
「
究
（
き
わ
め

る
）・
樹
（
た
く
ま
し
く
育
つ
）・
有

（
存
在
す
る
）」
に
向
け
て
、
家
庭
・

地
域
・
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
り

更
に
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
要
望
す

る
。

 

■
直
入
中
学
校

　
学
校
教
育
目
標
の
「
豊
か
な
心
を

持
ち
　
主
体
的
に
学
び
　
何
事
に
も

挑
む
心
を
持
つ
こ
と
の
で
き
る
　
生

徒
の
育
成
」
に
向
け
て
、
家
庭
・
地

域
・
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
更

く

じ
ゅ

う
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監査公表／人権シリーズぬくもり ほか

に
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

■
学
校
支
援
セ
ン
タ
ー

　
運
営
目
標
の
「
組
織
の
力
を
生
か

し
、
竹
田
市
全
体
の
学
校
教
育
の
推

進
に
取
り
組
む
」
に
向
け
て
、
大
分

県
・
竹
田
市
・
各
小
中
学
校
と
の
連

携
を
図
り
更
に
取
り
組
ま
れ
る
よ
う

要
望
す
る
。

    

選
挙
管
理
委
員
会

　
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
と
し
て
、

学
校
で
の
出
前
講
座
や
さ
ま
ざ
ま
な

行
事
を
通
じ
、
政
治
意
識
を
高
め
る

た
め
の
啓
発
活
動
な
ど
を
実
施
し
な

が
ら
、
投
票
率
の
向
上
に
一
層
努
め

ら
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

    

財
政
援
助
団
体
等

■
各
団
体
共
通

　
財
政
援
助
等
に
係
る
出
納
及
び
そ

の
他
出
納
に
関
連
す
る
事
務
に
つ
い

て
、
関
係
書
類
を
監
査
し
た
結
果
、

補
助
金
等
は
目
的
ど
お
り
執
行
さ
れ

て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
た
。

 

■
竹
田
市
観
光
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会

　
竹
田
市
観
光
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
の

運
営
目
的
や
営
業
活
動
に
つ
い
て
、

一
層
理
解
が
深
ま
る
よ
う
広
報
活
動

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
組
織
内
の

人
材
確
保
に
関
係
機
関
と
連
携
し
な

が
ら
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
る
よ
う

要
望
す
る
。

問 

監
査
事
務
局
　
☎
63-

４
８
１
９

政
治
家
の
寄
附
は
禁
止
、

有
権
者
が
求
め
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

秘書等が代理で

出席する場合の

結婚祝

みんなで徹底しよう

これらのものも、政治家の寄附禁止の対象となります

贈らない! 求めない!
受け

取らない!

三ない運動

地域の運動会・

スポーツ大会への

飲食物等の差入

お祭りへの

寄附・差入

町内会の集会・

旅行等の催物への

寸志・飲食物の

差入

落成式・

開店祝等の

花輪

秘書等が代理で

出席する場合の

葬儀の香典

葬儀の花輪・

供花

入学祝・卒業祝お歳暮・お年賀病気見舞

　年
末
年
始
は
何
か
と
贈
り
物
や

お
祝
い
事
を
す
る
機
会
の
多
い

シ
ー
ズ
ン
で
す
が
、
政
治
家
が
選

挙
区
内
の
人
に
、
お
金
や
物
を
贈

る
こ
と
は
公
職
選
挙
法
で
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
有
権
者
が

政
治
家
に
寄
附
や
贈
り
物
を
求
め

る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　政
治
家
は
選
挙
区
内
の
人
に
対

し
て
、
答
礼
の
た
め
の
自
筆
に
よ

る
も
の
を
除
き
、
年
賀
状
等
の
時

候
の
挨
拶
状
を
出
す
こ
と
も
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。

　お
金
の
か
か
ら
な
い
明
る
い
選

挙
を
実
現
す
る
た
め
に
、
寄
附
禁

止
の
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
。問 選挙管理委員会事務局

　 ☎63-4814　

人
権シリーズ　No.57

一人ひとりを大切に
―子どもの人権問題―

　学校においては、以前から「いじめ」が大き

な問題とされ、さまざまな対策がとられてきて

います。しかしながら依然として、「いじめ」の

認知件数は減少していません。

◆ いじめの定義 

いじめ防止対策推進法第２条第１項

   この法律において「いじめ」とは、当該児童等と一定の人的関係

にある他の児童等が行う心理的又は物理的な影響を与える行為（イ

ンターネットを通じて行われるものを含む）であって、当該行為の

対象となった児童等が心身の苦痛を感じているものをいう。　

　いじめは、集団における人間の力関係のアンバランスによって引き

起こされるものであり、個人が抱えている弱い部分をターゲットにす

るものです。

　人間の力関係は授業や休み時間、部活動など、子どもが直面する場

面により変化します。さらに、人間は誰でもどこかに弱さを抱えてい

ます。したがって、個人の弱さを見つけ攻撃しようと思えば、誰でも

いじめのターゲットにすることができるのです。

　また、いじめを周囲でおもしろがったりする「観衆」や、見て見ぬ

ふりをする「傍観者」の存在が、いじめを深刻化、長期化させていき

ます。このような集団に特徴的なことは、人間関係が希薄で、いじめ

が発生しても被害者を救おうとする人物が存在しないことです。

　わたしたちは、一人ひとりが「いじめが卑劣で許されない行為であ

る」という認識をもつとともに、単に子どもの問題ではなく、大人社

会を映し出したものであることを、厳しく受け止める必要がありま

す。そして、すべての子どもが認められる、認められていると感じる

ことができる家庭や地域づくりをしていくことが、いじめをなくすこ

とにつながると考えられるのです。

問 生涯学習課　☎63-4817

2020年１月発行11



2020年（令和２年）

　 こ よ み

木 THU 金 FRI 土 SAT

地域で咲かせよう笑顔の花
よりそいカフェへようこそ

3

10

17

24

31

4

11

18

25

2

9

16

23

30

・竹田温泉「花水月」休館日 ・健幸運動教室 13:30-15:00
（竹田市総合社会福祉セン
ター）☎75-3688（温泉利用
相談室）

・令和２年竹田市消防出初式
11:00～（竹田市総合運動公
園陸上競技場）※リハーサル
は8:00～、雨天時はグランツ
たけた

・たけのこ文庫のおはなし会
15:00-15:30（竹田市立図書館）

・竹田温泉「花水月」休館日
・こころの健康相談 13:30-15:30（荻

支所）※要予約（前日午前中まで）

☎63-3346（竹田市心の相談支援

事業所）

・おはなしルーム 14:00-14:30（竹田

幼稚園）

・不登校を考える親の会「コスモスの
会」19:00-21:30（みんなのいえカ

ラフル）☎090-5470-8998（山口）

・健幸運動教室 13:30-15:00
（竹田市総合社会福祉セン
ター）☎75-3688（温泉利用
相談室）

・岡の里新春講座「『竹田のキ
リシタン』と野外調査」13:30
～（竹田創生館）※参加無料 
☎62-4100（岡の里事業実行
委員会）

・竹田温泉「花水月」休館日
・大分県交通事故巡回相談 10:00-15:00（大

分県豊肥振興局）※要予約 ☎63-1171
（豊肥振興局）

・３歳児健診・プレママ教室 13:00～受付
（竹田市総合社会福祉センター）

・こころの健康相談 13:30-15:30（久住保健
センター）※要予約（前日午前中まで）
☎63-3346（竹田市心の相談支援事業所）

・おはなしルーム 14:00-14:30（南部幼稚園）
・精神保健相談 14:00-16:00（大分県豊肥保

健所）※要予約 ☎0974-22-0162（豊肥保
健所）

・久住高原農業高校学習成果発
表会 10:00-14:30（くじゅうサン

ホール）

・健幸運動教室 13:30-15:00（竹

田市総合社会福祉センター）

☎75-3688（温泉利用相談室）

・竹田市健康一直線応援セミナー
14:00～（グランツたけた）

・竹田温泉「花水月」休館日 ・【 納 期 限 】国 民 健 康 保 険 税
（10期）、介護保険料・後期高

齢者医療保険料（７期）
・健幸運動教室 13:30-15:00（竹

田市総合社会福祉センター）
☎75-3688（温泉利用相談室）

・大分県司法書士会豊肥支部
「無料法律相談所」9:00-12:00
（竹田分館）☎63-3155（渡部

定男司法書士事務所）

・グランツたけた年始休館日
・長湯おんせん市場・水の駅お

づる休業日
・第43回相良慶隆杯竹田新春

マラソン大会 9:30～開会式
10:30スタート（竹田市総合
運動公園陸上競技場）☎090-
4511-1288（竹田市陸上競技
協会・志賀）

・グランツたけた年始休館日
・第33回新春たこあげ大会

9:00～受付 9:30開会（竹田市
総合運動公園）※材料費500
円（先着80人）☎62-4861（竹
田市レクリエーション協会事
務局・後藤）

・DRUM TAO 新春SUPER LIVE 
「飛翔」 17:30開場 18:00開演
（グランツたけた）

　 こ よ み １月

１月の行政なんでも相談所

※行政なんでも相談に関するお問い合わせは、行政相談委員まで

　「困ったら一人で悩まず行政相談！」

〔竹田〕阿南　茂　☎67-2608　〔　荻　〕佐藤孝幸　☎68-3510
〔久住〕本郷俊一　☎76-1304　〔直入〕兒玉龍明　☎75-2426

地域 相談日 時　間 開　催　場　所

竹田

荻

久住

直入

１月15日㈬
10:00～

　12:00

竹田市総合社会福祉センター　相談室

荻公民館　幼児室

久住公民館　健康相談室

直入支所　小会議室

よりそいカフェは認知症の
人やその家族、地域の住民
らが気軽に交流できる場所
です。
【竹田】
・10日・24日㈮ 13:00-15:00

　みんなのいえカラフル

【荻】
・14日・28日㈫ 13:00-15:00

　荻「しらみず」

【久住】
・14日㈫・23日㈭ 13:00-15:00

　久住「りんどう」

【直入】
・10日・24日㈮ 13:00-15:00

　直入「ゆのはな」

【竹田北部「双城」】
・★16日㈭13:00-15:00

　くらサポ双城

・23日㈭ 13:00-15:00 

　出会いの湯

【竹田南部「あけぼの」】
・15日㈬ 13:00-15:00

　入田分館

・22日㈬ 13:00-15:00

　宮砥分館

・28日㈫ 13:00-15:00

　あ祖母学舎

【都野】
・９日・★23日㈭ 13:30-15:30

　グループホームくたみのもり

★は大分県認知症疾患医療

センターによる認知症予防

講座、もの忘れ相談会を開

催します。

　竹田市地域包括支援センターは次の日時に開所し、介護相談を

受け付けます。

開　所　日　12月28日㈯、１月４日㈯

開所時間　午前８時30分から午後５時まで

問竹田市地域包括支援センター（市総合社会

福祉センター内）☎64-0310
※その他緊急の場合は、☎090-4489-2454に

ご連絡ください。

  

　ご家族、帰省客の皆さんとぜひ花水月にお越しください。お待
ちしています。

特別営業時間　１月 １日㈬　大浴場　11：00 ～ 19：00
　　　　　　　　 　２日㈭　大浴場　11：00 ～ 19：00
　　　　　　　　 　３日㈮　大浴場　11：00 ～ 19：00
　　　　　　　　 　４日㈯　大浴場　11：00 ～ 21：00
　　　　　　　　 　５日㈰　大浴場　11：00 ～ 21：00
通常営業時間　　 　６日㈪　大浴場　11：00 ～ 22：00
　　　　　　　　 　７日㈫　大浴場　11：00 ～ 22：00

※１月８日㈬・９日㈭は休館します。
※露天風呂は１月５日㈰までの間、営業します。

問 竹田温泉花水月　☎64-1126

竹田温泉花水月 年始特別営業のお知らせ

市地域包括支援センター（つるかめ）の年末年始の対応

〈
縦
覧
場
所
〉
社
会
福
祉
課
、
各
支
所
地
域
振
興
課
、
市
内
教
育
・
保
育
施
設 

〈
期
間
〉
１
月
８
日
㈬
〜
21
日
㈫
（
土
・
日
・
祝
日
除
く
） ※

時
間
は
午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

問
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

☎
63-

４
８
２
３

※陽目の里「名水茶屋」は３月中旬まで冬季休業します。

いいふろ
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竹 田 市 の　 こ よ

日 SUN 月 MON 火 TUE 水 WED

5

12

19

26

6

13

20

27

7

14

21

28

1

8

15

22

29

・DRUM TAO 新春SUPER LIVE 
「飛翔」 13:30開場 14:00開演
（グランツたけた）

・グランツたけた休館日
・荻の里温泉休館日

・グランツたけた年始休館日
・長湯おんせん市場・水の駅おづる

休業日
・長湯温泉療養文化館「御前湯」特

別営業（～３日㈮）6:00-18:00

・2020年荻地域新春歩こう会
6:00～開会式・スタート（荻公民館

から馬背野「高鼻公園」まで）※参加

料は小学生以上100円 ☎68-2025
（荻公民館）

・おはなしひろば 10:30-11:00（竹田市
立図書館）

・第１回竹田市農業委員会総会 13:00
～（市役所本庁舎３階第５会議室）

・健幸運動教室 13:30-15:00（竹田市
直入B&G海洋センター体育館）
☎75-3688（温泉利用相談室）

・こころの健康相談 13:30-15:30（直入
支所）※要予約（前日午前中まで）
☎63-3346（竹田市心の相談支援事
業所）

・竹田温泉「花水月」休館日

・豊肥家畜市場〔子牛〕9:30～
せり開始（豊後豊肥家畜市場）

・令和２年竹田市成人式 12:00
～受付 13:00開会（グランツ
たけた）

・グランツたけた休館日
・おはなしひろば 10:30-11:00
（竹田市立図書館）

・健幸運動教室 13:30-15:00
（竹田市直入B&G海洋セン
ター体育館）☎75-3688（温泉
利用相談室）

・長湯温泉療養文化館「御前湯」休館日
・長湯おんせん市場休業日
・年金相談［完全予約制］10:00-15:00（竹

田市高齢者いきいき交流センター）
☎097-552-1211（日本年金機構大分年
金事務所）

・大分県行政書士会無料相談会
13:00-16:00（大分県行政書士会〔大分
市〕）☎097-537-7089（大分県行政書士
会事務局）

・乳児（９～10か月児）健診 13:15～受付
（竹田市総合社会福祉センター）

・総合健診 8:00-10:00受付（竹
田市総合社会福祉センター）
☎63-4810（保険健康課）

・がん患者交流会「ぴぉ～ね」
10:00-12:00（大分県豊肥保
健所）※事前連絡が必要 ☎
0974-22-0162（豊肥保健所）

・グランツたけた休館日
・荻の里温泉休館日
・豊肥家畜市場〔成牛〕9:30～

せり開始（豊後豊肥家畜市場）

・荻地域腹部超音波検査 8:00-10:00
受付（荻支所）☎68-2211（荻支所地
域振興課）※事前予約必要（検査料
3300円）

・おはなしひろば 10:30-11:00（竹田市
立図書館）

・心の病を考える地域学習会 13:00～
（豊後大野市清川町「神楽会館」）

・健幸運動教室 13:30-15:00（竹田市
直入B&G海洋センター体育館）
☎75-3688（温泉利用相談室）

・第13回和気藹音コンサート
12:30開場 13:00開演（グラン
ツたけた）※入場無料

・グランツたけた休館日 ・おはなしひろば 10:30-11:00（竹

田市立図書館）

・健幸運動教室 13:30-15:00（竹田

市直入B&G海洋センター体育館）

☎75-3688（温泉利用相談室）

・こころの健康相談 13:30-15:30（竹

田市総合社会福祉センター）※要

予約（前日午前中まで）☎63-3346
（竹田市心の相談支援事業所）

竹 田 市 の　 こ よたけたんカレンダー

２月上旬の主な予定　　   　　　　　　　　　    ※12月18日現在

２日㈰ ・グランツ廉太郎企画「瀧廉太郎“日本の四季”を歌う！

踊る！／コンドルズ公演Don’t Stop Me Now」13:30開

場 14:00開演（グランツたけた）☎63-4837（グランツ

たけた）

３日㈪ ・竹田市公立幼稚園入園説明会 15:00～（竹田・南部・

直入の各幼稚園）

※２月３日㈪～７日㈮は蔵書点検のため市立図書館を休館します。

月
間
・
そ
の
他

　近年、消費者を取り巻く環境は高齢化の進行、高度情報通信社会の進展、消費生活における国際化

の発展など大きく変化しており、それに伴い消費生活に関する問題も複雑かつ多様化しております。

　このような状況に、竹田市では平成21年度に相談窓口を開設、平成24年度に消費生活センターを

設置し、専門の相談員が契約に関するトラブルや悪質商法による被害、商品事故の苦情など消費生活

に関する相談に対応し、被害の未然防止や業者とのあっせんによる被害の回復に努めています。

　今後も引き続き、市民の皆さまが安心して暮らせるまちづくりのため、関係機関と連携し啓発活動を

推進するとともに、これまで整備した消費者相談体制の一層の強化を図り、消費者行政の充実に全力

で取り組んでまいります。
令和２年１月　竹田市長（消費生活センター）

消費者行政に関する市長表明

　凧揚げの季節になりました。感
電事故防止のため、電線付近で凧
揚げをしたり、電柱や鉄塔に登っ
たりしないようお願いします。
　なお、万一凧が電線等にかかっ
た場合は自分で取ろうとせず、お
近くの九州電力までご連絡いただ
きますようお願いします。
問九州電力株式会社三重配電事

務所　☎0120-986-505

感電事故防止のお願い

「家庭教育推進キャラバン」in 竹田  親子わくわくフェスタ

農業委員会事務局農地係からのお知らせ　農地に係る各種申請受付の締め切りは、毎月20日です。

（20日が土日の場合は金曜日が締切日となります）　問農業委員会事務局　☎63-4815

元日

成人の日

○「は たちの 献 血」キャン

ペーン（～２/28）

○個人事業者の消費税及び

地方消費税の確定申告

（１/６～３/31）

○緑の募金（１/15～５/31）

○防災とボランティア週間

（１/15～21）

  

第
２
期
竹
田
市
す
こ
や
か
支
援
計
画
へ
の
意
見
募
集   

市
で
は
令
和
２
〜
６
年
度
を
計
画
期
間
と
し
た
同
計
画
（
素
案
）に
つ
い
て
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。（
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
表
）←

日時　２月11日㈫ 13:00 ～ 15:50 内容　講演会・体験講座

会場　竹田市総合社会福祉センター 参加料　無料（要申込）

対象　小学生の親子、保護者、教育関係者など

問大分県教育庁社会教育課　☎097-506-5526
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償
却
資
産
と
は
「
土
地
及
び
家
屋

以
外
の
事
業
の
用
に
供
す
る
こ
と
が

で
き
る
資
産
で
、
そ
の
減
価
償
却
額

ま
た
は
減
価
償
却
費
が
法
人
税
法
ま

た
は
所
得
税
法
の
規
定
に
よ
る
所
得

の
計
算
上
、
損
金
ま
た
は
必
要
な
経

費
に
算
入
さ
れ
る
も
の
の
う
ち
、
そ

の
取
得
価
額
が
少
額
で
あ
る
資
産
そ

の
他
の
政
令
で
定
め
る
資
産
以
外
の

も
の
」
を
指
し
ま
す
。

　

償
却
資
産
の
所
有
者
は
、
毎
年
１

月
１
日
現
在
所
有
し
て
い
る
償
却
資

産
に
つ
い
て
、
そ
の
名
称
・
数
量
・

取
得
年
月
・
取
得
価
額
・
耐
用
年
数

等
を
申
告
す
る
こ
と
が
法
律
で
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
次
の
と

お
り
申
告
書
の
提
出
を
お
願
い
し
ま

す
。
ま
た
、
申
告
書
受
理
後
、
地
方

税
法
に
基
づ
い
て
実
地
調
査
・
簡
易

調
査
を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

提
出
書
類　

令
和
２
年
度
償
却
資
産

申
告
書
（
１
部
）、
令
和
２
年
度
種

類
別
明
細
書
（
１
部
）

提
出
期
限　

１
月
31
日
㈮
ま
で

提
出
先　

税
務
課
資
産
係
ま
た
は
各

支
所
地
域
振
興
課

問 

税
務
課
資
産
係　

☎
63

－

１
１

１
１
（
内
線
１
２
９
）

　

熊
本
国
税
局
で
は
１
月
16
日
㈭
か

ら
３
月
16
日
㈪
ま
で
の
間
、
所
得

税
・
消
費
税
・
贈
与
税
の
確
定
申
告

に
関
す
る
電
話
相
談
に
対
応
す
る
た

め
、「
確
定
申
告
電
話
相
談
セ
ン

タ
ー
」
を
開
設
し
ま
す
。

　

最
寄
り
の
税
務
署
に
電
話
し
て
い

た
だ
き
、
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
従
っ

て
「
０
」
番
を
選
択
し
た
後
、
ご
用

件
を
お
話
し
く
だ
さ
い
。
相
談
会
場

や
受
付
時
間
な
ど
に
つ
い
て
は
、
専

用
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
お
答
え
し
ま

す
。
ま
た
、
お
問
い
合
わ
せ
の
内
容

に
よ
っ
て
は
電
話
を
転
送
し
、
職
員

等
が
お
答
え
し
ま
す
。

　

な
お
、
お
掛
け
い
た
だ
く
時
間
帯

に
よ
っ
て
は
、
つ
な
が
り
に
く
い
場

合
や
少
々
お
待
ち
い
た
だ
く
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了

承
願
い
ま
す
。

　

確
定
申
告
以
外
の
国
税
に
関
す
る

一
般
的
な
相
談
は
、「
熊
本
国
税
局

電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
」
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
自
動
音
声
案
内
に
よ
り
、

「
１
」
番
を
選
択
し
て
い
た
だ
く
と

熊
本
国
税
局
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
の

職
員
が
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定

申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
は
、

①
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
」
と
「
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
対
応
の
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
」
を
お
持
ち
の
方
、
②
事

前
に
税
務
署
で
職
員
と
対
面
に
よ
る

本
人
確
認
を
行
っ
た
後
に
発
行
さ
れ

る
「
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
（
Ｉ
Ｄ
・

パ
ス
ワ
ー
ド
方
式
に
対
応
し
た
も

の
）」
を
取
得
し
て
い
る
方
は
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
ｅ‒

Ｔ
ａ
ｘ
で
申

告
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
申
告

す
れ
ば
、
税
務
署
に
行
く
手
間
が
か

か
ら
ず
、
確
定
申
告
期
間
中
は
24
時

間
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
、
申
告
書

の
控
え
は
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
で
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
に
保
存
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

ま
た
、
２
か
所
か
ら
給
与
が
あ
る

方
、
年
金
収
入
や
副
業
等
の
雑
所
得

が
あ
る
方
な
ど
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

専
用
画
面
を
利
用
で
き
る
範
囲
が
広

が
り
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w

.nta.go.jp/

）
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
国
税
庁
で
検
索
、

ま
た
は
最
寄
り
の
税
務
署
に
お
尋
ね

税
の
申
告

令
和
２
年
度 

償
却
資
産
（
固
定
資

産
税
）の
申
告
を
忘
れ
ず
に

確
定
申
告
に
関
す
る
相
談
は
確

定
申
告
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー

「
０
」
番
へ
！

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
ス
マ
ホ
で

申
告

1 月の

竹田市役所　☎0974-63-1111（代表）
　　荻支所　☎0974-68-2211（代表）        
　久住支所　☎0974-76-1111（代表）
　直入支所　☎0974-75-2211（代表）
◎竹田市公式ホームページ
　http://www.city.taketa.oita.jp/

木造住宅耐震キャラバン

PM2.5に関する情報

　市では、昭和56年５月以前に着工された

木造住宅の耐震化を推進するため、耐震診

断や耐震改修等に関する費用を助成し、安

全安心の住まいづくりに取り組んでいます。

　また、子育て・高齢者世帯に対するリ

フォーム費用の助成も行っており、それら

を一体的に周知・啓発するために、「木造住

宅耐震キャラバン」を実施します。

　「なぜ耐震化って必要なの？」「どのくら

い費用はかかるの？」「支援制度はあるの？」

　そんな疑問をお持ちの方や興味のある方

は、お気軽にお越しください。

日時　 １月６日㈪～ 31日㈮の午前８時30

分～午後５時 ※土・日・祝日を除く

会場　市役所本庁舎１階

内容　耐震実物大モデル、写真パネルの展示

※１月14日㈫の午前10時～午後４時には、

耐震やリフォームに関する相談会や簡易耐

震診断、耐震教材を使った簡易耐震実験の

体験コーナーを設置します。（事前予約不

要・無料）

問 建設課　☎63-1111（内線254）

　PM2.5は粒径が小さい大気汚染物質で、

肺の奥深くまで入り込みやすく、健康への

影響が懸念されています。

　PM2.5は野外焼却（野焼き）でも発生す

る可能性があり、例外的に認められている、

農業や林業等でやむを得ず行われる廃棄物

の焼却であっても、できる限りのご配慮を

お願いします。

※PM2.5等の環境情報については県のホーム

ページ（http://oita-kankyo.sakura.ne.jp）で

確認できます。

問 大分県環境保全課　☎097-506-3114
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たけたんインフォ

く
だ
さ
い
。

問 

竹
田
税
務
署　

☎
63

－

３
１
４
１

※
自
動
音
声
案
内

　

竹
田
市
立
竹
田
幼
稚
園
、
南
部
幼

稚
園
、
直
入
幼
稚
園
の
３
園
で
は
、

令
和
元
年
12
月
に
令
和
２
年
度
の
園

児
募
集
を
行
い
ま
し
た
が
、
入
園
願

書
の
受
付
は
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

　

市
立
幼
稚
園
の
あ
る
竹
田
地
域
・

直
入
地
域
の
対
象
児
の
保
護
者
の
方

に
は
入
園
願
書
を
郵
送
し
て
い
ま
す

が
、
12
月
中
に
願
書
が
届
い
て
い
な

い
場
合
や
そ
の
他
の
地
域
に
在
住
の

方
で
入
園
を
希
望
す
る
場
合
は
、
学

校
教
育
課
ま
た
は
各
園
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

対
象
と
な
る
子
ど
も

　

竹
田
幼
稚
園
・
南
部
幼
稚
園
は
平

成
26
年
４
月
２
日
～
平
成
27
年
４
月

１
日
生
ま
れ
（
５
歳
児
）、
直
入
幼

稚
園
は
平
成
26
年
４
月
２
日
～
平
成

28
年
４
月
１
日
生
ま
れ
（
４
・
５
歳

児
）

問 

学
校
教
育
課　

☎
63

－

４
８
３
３

　

 

竹
田
幼
稚
園　

☎
63

－

１
０
８
１

　

 

南
部
幼
稚
園　

☎
63

－

１
０
８
４

　

 

直
入
幼
稚
園　

☎
75

－

２
２
３
０

　

現
在
、
令
和
２
年
度
の
認
可
保
育

所
（
園
）、
認
定
こ
ど
も
園
及
び
私

立
幼
稚
園
の
入
園
申
込
受
付
を
行
っ

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
12
月
の
自

治
会
長
宛
て
配
布
文
書
で
班
回
覧
さ

れ
ま
し
た
「
令
和
２
年
度
保
育
所
・

認
定
こ
ど
も
園
及
び
私
立
幼
稚
園
入

園
の
ご
案
内
」
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。
な
お
、
申
込
書
類
に
つ
い
て
は

竹
田
市
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
（
社
会
福
祉
課
内
）、
各
支
所

地
域
振
興
課
及
び
各
入
園
希
望
施
設

に
設
置
し
て
い
ま
す
。

受
付
締
切　

１
月
10
日
㈮

問 
竹
田
市
子
育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
（
社
会
福
祉
課
内
）　

☎
63

－

４
８
２
３

　

国
民
年
金
は
、
老
後
の
暮
ら
し
を

は
じ
め
、
事
故
な
ど
で
障
が
い
を

負
っ
た
と
き
や
、
一
家
の
働
き
手
が

亡
く
な
っ
た
と
き
に
、
み
ん
な
で
暮

ら
し
を
支
え
合
う
と
い
う
考
え
方
で

作
ら
れ
た
制
度
で
す
。

　

20
歳
に
な
っ
た
方
に
は
、
日
本
年

金
機
構
か
ら
国
民
年
金
に
加
入
し
た

こ
と
の
お
知
ら
せ
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

※
厚
生
年
金
ま
た
は
共
済
年
金
に
加

入
し
て
い
る
方
を
除
き
ま
す
。

※
国
民
年
金
保
険
料
は
同
封
さ
れ
て

い
る
納
付
書
で
、
納
付
期
限
ま
で
に

金
融
機
関
や
郵
便
局
、
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

※
20
歳
に
な
っ
て
か
ら
２
週
間
程
度

経
過
し
て
も
「
国
民
年
金
加
入
の
お

知
ら
せ
」
が
届
か
な
い
場
合
は
、
国

民
年
金
の
加
入
手
続
き
が
必
要
な
た

め
、
竹
田
市
役
所
ま
た
は
年
金
事
務

所
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

「
年
金
手
帳
」
は
別
途
送
付
さ
れ

ま
す
。「
年
金
手
帳
」
は
保
険
料
納

付
の
確
認
や
将
来
年
金
を
受
け
取
る

際
に
必
要
で
す
。
大
切
に
保
管
し
て

く
だ
さ
い
。

※
厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
だ
っ

た
方
、
共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
た

方
、
障
害
・
遺
族
年
金
を
受
給
し
て

い
る
方
（
し
て
い
た
方
）
に
は
お
送

り
し
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
次
に
該
当
す
る
方
は
国
民

年
金
第
１
号
被
保
険
者
と
し
て
加
入

す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
20
歳
直
前
で
海
外
出
国
さ
れ
、

「
国
民
年
金
加
入
の
お
知
ら
せ
」
が

届
い
た
方
は
年
金
事
務
所
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

○
20
歳
に
な
っ
た
と
き
に
配
偶
者

（
厚
生
年
金
・
共
済
年
金
に
加
入
さ

れ
て
い
る
方
）
の
扶
養
と
な
っ
て
い

る
方
は
、
配
偶
者
の
勤
務
先
へ
連
絡

し
、
国
民
年
金
第
３
号
被
保
険
者
の

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
経
済

的
に
困
難
な
場
合
は
、
保
険
料
の
納

付
が
免
除
ま
た
は
猶
予
さ
れ
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
年
金
事
務

所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

大
分
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

☎
０
９
７

－

５
５
２

－

１
２
１
１

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
さ

れ
て
い
る
方
を
対
象
に
、
糖
尿
病
等

の
生
活
習
慣
病
の
早
期
発
見
、
早
期

治
療
を
目
的
と
し
た
健
康
診
査
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

健
康
診
査
受
診
券
の
有
効
期
限
は

令
和
２
年
３
月
31
日
㈫
ま
で
で
す
。

　

す
で
に
生
活
習
慣
病
等
の
治
療
を

定
期
的
に
さ
れ
て
い
る
方
や
、
今
年

度
特
定
健
診
ま
た
は
特
定
健
診
に
相

当
す
る
健
診
を
受
診
さ
れ
た
方
に
つ

い
て
は
、
必
ず
し
も
受
診
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
健
診
を
受
け
る
際
に
は
必

入
園
申
込

令
和
２
年
度

市
立
幼
稚
園
の
入
園
願
書
受
付

令
和
２
年
度 

認
可
保
育
所
（
園
）
、

認
定
こ
ど
も
園
及
び
私
立
幼
稚

園
の
入
園
申
込
受
付

年
　
金

新
成
人
の
皆
さ
ん
へ

～
20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
～

後
期
高
齢
者
医
療

健
診
を
受
け
ま
し
た
か
？

　令和２年度の放課後児童クラブの利用申込受付を開始します。
対象児童　保護者が労働等で昼間家庭にいない小学生など
受付期間　１月６日㈪～ 20日㈪
申　込　先　利用を希望するクラブ
〇市内で開設している放課後児童クラブは次のとおりです。

ク　ラ　ブ　名 実施場所・電話番号
竹田こねこクラブ 竹田幼稚園内　　　　　☎63-1186
南部こじかクラブ 南部幼稚園内　　　　　☎63-1104
荻町放課後児童クラブ 荻福祉健康エリア内　　☎68-3056

久住校区学童保育
久住コミュニティーセンター「青空」
　　　　　　　☎090-5382-0972

都野校区学童保育 池ノ口集会所内　　　 ☎77-2155
なおいり児童クラブ なおいりこども園　　  ☎75-2380
祖峰っ子クラブ 旧祖峰幼稚園　　　　 ☎62-2956
城原っ子クラブ 城原小学校　　 ☎080-8587-4307
菅生放課後児童クラブ 菅生分館　　　　　　 ☎63-1544

豊岡こいぬクラブ 豊岡小学校ランチルーム内
　　　　　　　☎090-3668-6830

※募集チラシや申込書等は各クラブ、子育て世代包括支援セン
ター（社会福祉課内）、各支所地域振興課に設置しています。

問 竹田市子育て世代包括支援センター（社会福祉課内）　☎63-4823

令和２年度 放課後児童クラブの利用申込受付
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ず
健
康
診
査
受
診
券
と
後
期
高
齢
者

医
療
被
保
険
者
証
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

問 
大
分
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合　

☎
０
９
７

－

５
３
４

－

１
７
７

１
（
代
表
）
／
竹
田
市
保
険
健
康
課

国
保
・
高
齢
者
医
療
係　

☎
63

－

１

１
１
１
（
内
線
１
７
８
・
１
７
９
）

　

２
０
２
０
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
が

令
和
２
年
２
月
１
日
を
調
査
期
日
と

し
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
５
年
に
１
回
、
全
国

の
農
家
や
林
家
な
ど
農
林
業
を
営
む

事
業
体
を
対
象
と
し
て
行
う
調
査
で

す
。
１
月
下
旬
か
ら
２
月
に
か
け
て

調
査
員
が
訪
問
し
、
調
査
票
に
農
林

業
の
経
営
状
況
な
ど
を
記
入
し
て
い

た
だ
き
ま
す
の
で
、
農
林
業
関
係
者

の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

調
査
で
得
た
個
人
情
報
は
、
統
計

の
目
的
以
外
で
使
用
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

あ
り
の
ま
ま

を
ご
記
入
い

た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

問 

企
画
情
報
課
総
合
政
策
室

☎
63

－

４
８
０
１

　

寒
冷
期
と
な
り
ま
し
た
。
水
道
管

は
、
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
３
度
以
下
に

な
る
と
破
裂
し
た
り
、
凍
結
し
て
水

が
出
な
く
な
り
ま
す
。
毎
年
こ
の
時

期
に
、
水
道
管
の
破
裂
事
故
が
多
く

発
生
し
て
い
ま
す
。

　

水
が
出
な
い
等
の
異
常
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
メ
ー
タ
ー
よ
り
宅
内
側
に

あ
る
副
止
水
栓
を
止
め
て
、
指
定
給

水
装
置
工
事
事
業
者
に
修
理
を
依
頼

し
ま
し
ょ
う
。
副
止
水
栓
の
な
い
家

庭
は
、
修
理
の
と
き
に
必
ず
取
り
付

け
て
く
だ
さ
い
。
修
理
の
経
費
に
つ

い
て
は
使
用
者
負
担
と
な
り
ま
す
。

　

気
温
が
低
い
日
は
水
道
管
の
凍
結

防
止
の
た
め
、
水
道
管
に
も
防
寒
対

策
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

ご
家
庭
で
で
き
る
防
寒
対
策

　

水
道
管
が
直
接
外
気
に
触
れ
な
い

よ
う
、
保
温
材
を
巻
き
つ
け
、
そ
の

上
か
ら
ヒ
モ
で
し
ば
っ
て
固
定
し
、

保
温
材
が
濡
れ
な
い
よ
う
に
ビ
ニ
ー

ル
テ
ー
プ
等
で
下
か
ら
す
き
ま
な
く

重
ね
て
巻
き
ま
す
。

※
保
温
材
は
市
販
さ
れ
て
い
る
も
の

の
他
に
、
毛
布
・
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル

等
ご
家
庭
に
あ
る
も
の
で
も
代
用
で

き
ま
す
。

問 

上
下
水
道
課　

☎
63

－

４
８
３
６

　

県
で
は
、
公
共
施
設
や
商
業
施
設

な
ど
に
設
置
さ
れ
て
い
る
障
が
い
者

等
用
駐
車
区
画
を
適
正
に
ご
利
用
い

た
だ
く
た
め
、
障
が
い
の
あ
る
方
や

介
護
の
必
要
な
方
、
妊
産
婦
の
方
な

ど
、
車
の
乗
り
降
り
や
歩
行
が
困
難

な
方
へ
利
用
証
を
交
付
す
る
「
大
分

県
あ
っ
た
か
・
は
ー
と
駐
車
場
利
用

証
制
度
」
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
の
基
本
は
一
人
ひ
と
り

の
ゆ
ず
り
あ
い
の
心
で
す
。
対
象
と

な
る
駐
車
区
画
に
は
看
板
を
掲
示
し

て
い
ま
す
の
で
、
必
要
な
方
が
利
用

で
き
る
よ
う
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問 
大
分
県
福
祉
保
健
企
画
課　

☎

０
９
７

－

５
０
６

－

２
５
９
１
／
竹
田

市
社
会
福
祉
課　

☎
63

－

４
８
１
１

　

「
ハ
ン
セ
ン
病
元
患
者
家
族
に
対

す
る
補
償
金
の
支
給
等
に
関
す
る
法

律
」
に
基
づ
き
、
対
象
と
な
る
ハ
ン

セ
ン
病
元
患
者
の
家
族
の
皆
さ
ま
に

国
か
ら
補
償
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

補
償
金
の
請
求
等
に
関
す
る
相
談

に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
省
補
償
金

担
当
窓
口
（
☎
03

－

３
５
９
５

－

２
２

６
２　

E-m
ail

：h
o

syo
u

kin
@

m
h

l

w
.g

o
.jp

）
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

※
受
付
時
間
は
月
～
金
曜
の
午
前
10

時
～
午
後
４
時
（
年
末
年
始
、
土
・

日
・
祝
日
を
除
く
）

※
制
度
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
厚
生

労
働
省
ま
た
は
大
分
県
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、

大
分
県
健
康
づ
く
り
支
援
課
（
☎
０

９
７

－

５
０
６

－

２
６
６
５
）
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

視
覚
障
が
い
者
に
対
す
る
県
民
の

正
し
い
理
解
を
深
め
、
点
訳
・
音
訳

活
動
を
通
し
て
視
覚
障
が
い
者
の
社

会
参
加
と
自
立
の
促
進
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
「
点
訳
・
音
訳
奉
仕
員
養

成
講
習
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

統
計
調
査

２
０
２
０
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス

が
実
施
さ
れ
ま
す

上
下
水
道
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

水
道
管
に
も
冬
支
度
を

福
　
祉

大
分
あ
っ
た
か
・

は
ー
と
駐
車

場
利
用
証
制
度

補
償
金
制
度

ハ
ン
セ
ン
病
元
患
者
家
族
に
対

す
る
補
償
金
制
度

講
習
会
等

点
訳
・

音
訳
奉
仕
員
養
成
講
習
会

※問い合わせ先で、市外局番が掲載されていない電話番号はすべて（0974）が市外局番となります。
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たけたんインフォ

応
募
条
件　

○
原
則
と
し
て
講
習
会
を
毎
回
受
講

で
き
る
方

○
パ
ソ
コ
ン
を
お
持
ち
で
簡
単
な
操

作
の
で
き
る
方

○
講
習
会
終
了
後
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
継
続
し
て
点
字
図
書
館
に

お
け
る
点
字
図
書
・
録
音
図
書
な
ど

の
製
作
に
協
力
で
き
る
方

応
募
方
法　

往
復
は
が
き
に
「
希
望

講
習
会
名
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
」
を
明
記
し
、
大
分
県
点

字
図
書
館
に
申
し
込
み

応
募
締
切　

２
月
28
日
㈮
必
着

■申
・

問 

社
会
福
祉
法
人
大
分
県
盲

人
協
会　

大
分
県
点
字
図
書
館
（
大

分
市
中
島
東
１

－

２

－

28　

大
分
県

盲
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
）　

☎
０

９
７

－

５
３
８

－

０
３
９
９　

FAX
０
９

７

－

５
３
８

－

０
５
３
７　

E-m
ail

：

o
ita-k

e
n

m
o

u
.te

n
jito

sh
o

k
an

@

m
b

r.n
ifty.co

m

　

パ
ソ
コ
ン
農
業
簿
記
を
行
う
方
を

対
象
に
、
令
和
元
年
分
所
得
の
確
定

申
告
に
向
け
た
入
力
指
導
会
を
開
催

し
ま
す
。

　

疑
問
点
に
つ
い
て
入
力
指
導
会
で

相
談
す
る
方
式
を
取
り
ま
す
の
で
、

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
指
導
会

当
日
ま
で
に
伝
票
の
整
理
と
入
力
を

行
っ
た
う
え
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

２
月
21
日
、
28
日
、
３
月
６

日
（
い
ず
れ
も
金
曜
日
）
の
午
前
10

時
～
午
後
１
時

※
今
年
度
よ
り
開
催
時
間
が
変
更
さ

れ
ま
す
。
２
月
21
日
の
み
午
前
10
時

か
ら
１
時
間
程
度
、「
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
ま

た
は
光
デ
ィ
ス
ク
等
に
よ
る
法
定
調

書
の
提
出
の
義
務
化
」
等
、
改
正
内

容
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

会
場　

２
月
21
日
は
市
役
所
本
庁
舎

３
階
会
議
室
、
２
月
28
日
と
３
月
６

日
は
市
役
所
本
庁
舎
１
階
会
議
室
１

対
象　

経
営
改
善
の
た
め
に
パ
ソ
コ

ン
で
農
業
簿
記
を
行
う
方
で
、
決
算

後
経
営
分
析
を
行
う
方

持
参
物　

パ
ソ
コ
ン
、
ソ
フ
ト
Ｃ

Ｄ
、
決
算
書
類
等

講
師　

ソ
リ
マ
チ
㈱
の
担
当
者

申
込
方
法　

開
催
日
２
日
前
ま
で
に

農
政
課
へ
電
話
で
申
し
込
み

■申
・

問 

農
政
課   

☎
63

－

４
８
０
５

　

最
近
、
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
な
ど
の

野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
、
住

環
境
被
害
な
ど
が
深
刻
な
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
野
生
鳥
獣
に
よ
る
被

害
の
背
景
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
が

考
え
ら
れ
ま
す
が
、
大
き
な
要
因
の

一
つ
に
野
生
鳥
獣
を
お
び
き
寄
せ
や

す
い
集
落
環
境
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
集
落
の
周
辺
に
つ
い

て
、
次
の
こ
と
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

□
自
宅
周
辺
に
生
ゴ
ミ
な
ど
を
置
い

て
い
る
。

□
人
家
や
農
地
周
辺
に
あ
る
果
樹

（
カ
キ
、
栗
な
ど
）
か
ら
、
熟
し
て

落
ち
た
果
実
が
放
置
さ
れ
て
い
る
。

□
収
穫
適
期
を
過
ぎ
て
も
、
収
穫
さ

れ
て
い
な
い
農
作
物
が
あ
る
。

□
農
地
周
辺
に
収
穫
残
さ
（
販
売
で

き
な
い
農
作
物
な
ど
）
が
捨
て
ら
れ

て
い
る
。

□
収
穫
後
の
農
作
物
を
自
宅
周
辺
に

置
い
た
ま
ま
に
し
て
い
る
。

□
稲
刈
後
の
ヒ
コ
バ
エ
（
二
番
穂
）

や
雑
草
が
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。

□
野
生
鳥
獣
の
隠
れ
場
所
に
な
り
そ

う
な
ヤ
ブ
や
耕
作
放
棄
地
が
あ
る
。

　

こ
れ
ら
は
、
野
生
鳥
獣
を
お
び
き

寄
せ
る
原
因
と
な
り
ま
す
。
野
生
鳥

獣
を
寄
せ
付
け
な
い
集
落
づ
く
り
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問 

農
政
課　

☎
63

－

４
８
０
５

商
品
券
販
売
場
所　

竹
田
商
工
会
議

所
（
☎
63

－

３
１
６
１
）、
九
州
ア
ル

プ
ス
商
工
会
久
住
本
所
（
☎
76

－

０

１
５
１
）、
同
荻
支
所
（
☎
68

－

２
２

０
９
）、
同
直
入
支
所
（
☎
75

－

２
０

２
０
）

※
営
業
時
間
は
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
で
、
土
・
日
・
祝
日
は
休
み

で
す
。

使
用
期
限　

３
月
１
日
㈰
ま
で

使
用
可
能
店
舗　

竹
田
市
プ
レ
ミ
ア

ム
付
商
品
券
取
扱
加
盟
店
の
ス
テ
ッ

カ
ー
を
表
示
し
て
い
ま
す
。

※
商
品
券
は
２
種
類
あ
り
ま
す
。
竹

田
商
工
会
議
所
販
売
の
商
品
券
は
竹

田
地
域
で
使
用
で
き
ま
す
。
九
州
ア

ル
プ
ス
商
工
会
販
売
の
商
品
券
は

荻
・
久
住
・
直
入
地
域
で
使
用
で
き

ま
す
。

問 

社
会
福
祉
課　

☎
63

－

４
８
１
１

　

 

商
工
観
光
課　

☎
63

－

４
８
０
７

　

労
働
者
や
事
業
主
の
方
を
対
象

に
、
賃
金
、
労
働
時
間
、
解
雇
・
雇

い
止
め
な
ど
労
働
問
題
全
般
に
関
す

る
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
予
約
は

「
パ
ソ
コ
ン
農
業
簿
記
」
確
定
申

告
入
力
指
導
会

鳥
獣
害
対
策

野
生
鳥
獣
に
エ
サ
や
隠
れ
場
所

を
与
え
な
い
で
く
だ
さ
い

商
品
券

竹
田
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
購

入
期
限
は
１
月
31
日
㈮
ま
で
で
す

労
　
働

労
働
な
ん
で
も
相
談

↑ 放置された収穫残さは格

好のエサになります

2020年１月発行17



※問い合わせ先で、市外局番が掲載されていない電話番号はすべて（0974）が市外局番となります。

不
要
で
、
相
談
無
料
、
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。

日
時　

１
月
16
日
㈭　

午
前
11
時
～

午
後
３
時

会
場　

竹
田
温
泉
「
花
水
月
」
１
階

会
議
室

問 

大
分
県
労
政
・
情
報
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
７

－

５
０
６

－

３
３
５
１

　

大
分
県
労
働
委
員
会
で
は
、
解
雇

や
雇
い
止
め
、
賃
金
未
払
い
、
長
時

間
労
働
、
パ
ワ
ハ
ラ
な
ど
の
労
働
問

題
に
関
す
る
相
談
を
無
料
で
受
け
付

け
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

期
間　

２
月
１
日
㈯
～
７
日
㈮

受
付
時
間　

平
日
は
午
前
９
時
～
午

後
８
時
（
来
所
相
談
の
受
付
は
午
後

６
時
30
分
ま
で
）、
土
・
日
曜
は
午

前
９
時
～
午
後
５
時
（
来
所
相
談
の

受
付
は
午
後
４
時
ま
で
）

相
談
方
法

⑴
電
話
相
談　

０
９
７

－

５
３
６

－
３

６
５
０
（
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
）
ま

た
は
０
９
７

－

５
０
６

－
５
２
５
１
、

０
９
７

－

５
０
６

－

５
２
４
１

⑵
来
所
相
談　

大
分
県
労
働
委
員

会
事
務
局
（
大
分
県
庁
舎
本
館
３
階
）

※
こ
の
期
間
以
外
で
も
、
平
日
の
午

前
９
時
～
午
後
５
時
の
間
、
随
時
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

県
内
で
働
く
す
べ
て
の
労
働
者
に

適
用
さ
れ
る
大
分
県
最
低
賃
金
は
７

９
０
円
（
時
間
額
）
で
す
が
、
県
内

の
特
定
の
産
業
で
働
く
方
に
適
用
さ

れ
る
大
分
県
特
定
（
産
業
別
）
最
低

賃
金
が
改
正
さ
れ
、
12
月
25
日
に
発

効
し
ま
し
た
。

○
鉄
鋼
業　

９
４
７
円

○
非
鉄
金
属
製
造
業　

９
０
７
円

○
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子
回

路
、
電
気
機
械
器
具
、
情
報
通
信
機

械
器
具
製
造
業　

８
３
２
円

○
自
動
車
・
同
附
属
品
製
造
業
、
船

舶
製
造
・
修
理
業
、
舶
用
機
関
製
造

業　

８
７
５
円

○
自
動
車
（
新
車
）
小
売
業　

８
４

４
円

※
適
用
除
外
に
な
る
ケ
ー
ス
も
あ
り

ま
す
の
で
、
最
低
賃
金
特
設
サ
イ
ト

（h
ttp

s://p
c.saiteichin

gin.in
fo

/

）

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問 

大
分
労
働
局
賃
金
室　

☎
０
９

７

－

５
３
６

－

３
２
１
５

　

大
分
労
働
局
で
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
で
行
っ
て
い
る
履
歴
書
チ
ェ
ッ
ク

や
面
接
練
習
、
自
己
Ｐ
Ｒ
ア
ド
バ
イ

ス
な
ど
の
就
職
支
援
メ
ニ
ュ
ー
を
よ

り
多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
に
、
Ｐ
Ｒ
動
画
を
作
成
し
ま
し

た
。
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

※

就

職

支

援

メ

ニ
ュ
ー
は
大
分
労

働

局

の

ホ

ー

ム

ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

問 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
豊
後
大
野　

☎
０
９
７
４

－
22

－
８
６
０
９

受
付
期
間　

県
内
の
建
設
業
者
は
１

月
15
日
㈬
か
ら
２
月
28
日
㈮
ま
で
、

県
外
の
建
設
業
者
及
び
建
設
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
等
は
、
２
月
３
日
㈪
か
ら

28
日
㈮
ま
で
（
い
ず
れ
も
土･

日
・

祝
日
を
除
く
）。
郵
送
ま
た
は
信
書

便
で
の
申
請
の
場
合
は
、
２
月
28
日

㈮
消
印
ま
で
有
効
。
封
筒
に
「
競
争

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
在
中
」

と
朱
書
き
す
る
と
と
も
に
、
受
付
票

の
送
付
用
の
返
信
用
封
筒
（
宛
名
明

記･

切
手
貼
付
）
を
同
封
の
こ
と
。

受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
ま
で
（
正
午
～
午
後
１
時
の
間

を
除
く
）

受
付
場
所　

市
役
所
本
庁
舎
１
階
契

約
検
査
室
（
郵
送
・
信
書
便
可
）

有
効
期
間　

県
内
及
び
県
外
建
設
業

者
は
２
年
間
（
令
和
４
年
３
月
31
日

ま
で
）、
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等

は
１
年
間
（
令
和
３
年
３
月
31
日
ま

で
）

※
申
請
方
法
等
詳
細
に
つ
い
て
は
竹

田
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。
申
請
様
式
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

※
市
が
行
う
戸
別
合
併
処
理
浄
化
槽

設
置
工
事
の
競
争
入
札
に
新
た
に
参

加
を
希
望
す
る
方
は
、
県
に
提
出
し

た
特
例
浄
化
槽
工
事
業
者
届
出
書
ま

た
は
浄
化
槽
工
事
業
登
録
申
請
書
の

写
し
を
、
上
下
水
道
課
生
活
排
水
係

へ
別
途
提
出
願
い
ま
す
（
☎
63

－

１

１
１
１ 

内
線
１
８
１
・
１
８
５
）。

　

ま
た
、
市
が
令
和
２
年
度
に
発
注

す
る
漏
水
調
査
業
務
の
競
争
入
札
に

新
た
に
参
加
を
希
望
す
る
方
は
、
上

下
水
道
課
庶
務
係
（
☎
63

－

１
１
１

１ 

内
線
１
８
４
）
に
お
問
い
合
わ
せ

の
う
え
、
本
申
請
と
は
別
に
申
請
書

類
等
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

 

電
子
入
札
の
利
用
者
登
録 

　

市
で
は
現
在
、
電
子
入
札
の
本
格

運
用
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
市
が
発
注
す
る
入
札
に
参
加
す

る
場
合
に
は
、
発
注
機
関
を
「
竹
田

市
」
と
し
た
利
用
者
登
録
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
ま
だ
登
録
を
完
了
さ
れ

て
い
な
い
事
業
者
は
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

を
取
得
し
、
電
子
入
札
へ
の
登
録
の

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

悩
ま
ず　

ど
ん
と
こ
い
労
働
相

談
週
間

大
分
県
特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃

金
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

Ｐ
Ｒ
動
画
を
作
成
し
ま
し
た

入
札
参
加
資
格

令
和
２
・
３
年
度 

竹
田
市
工
事
等

競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

受
付
を
開
始
し
ま
す
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たけたんインフォ

問 

契
約
検
査
室　

☎
63

－

１
１
１
１

（
内
線
１
０
７
・
１
０
８
）

FAX 
63

－

１
１
４
１

　

不
要
に
な
っ
た
羽
毛
製
品
か
ら
羽

毛
を
回
収
・
精
製
し
、
新
た
に
「
グ

リ
ー
ン
ダ
ウ
ン
」
を
作
る
取
り
組
み

に
協
力
し
ま
せ
ん
か
？

　

羽
毛
布
団
１
枚
に
１
０
０
～
１
５

０
羽
分
の
水
鳥
が
必
要
で
す
が
、
羽

毛
リ
サ
イ
ク
ル
に
よ
り
、
天
然
資
源

を
保
護
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
羽
毛
は
焼
却
す
る
と
羽
毛
量
の

１
・
８
倍
の
二
酸
化
炭
素
が
発
生
す

る
た
め
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出
抑
制

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

回
収
場
所　

竹
田
市
清
掃
セ
ン
タ
ー

ま
た
は
市
民
課
（
市
役
所
本
庁
舎
）

回
収
す
る
も
の　

羽
毛
布
団
（
ダ
ウ

ン
割
合
50
％
以
上
）

※
持
ち
込
む
際
は
、
必
ず
可
燃
ゴ
ミ

袋
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

問 

市
民
課
環
境
衛
生
係　

☎
63

－

４

８
２
１
／
竹
田
市
清
掃
セ
ン
タ
ー　

☎
68

－

２
８
１
９

　

５
月
12
日
㈫
～
17
日
㈰
に
大
分
県

立
美
術
館
で
開
催
さ
れ
る
豊
の
国
ね

ん
り
ん
ピ
ッ
ク
「
シ
ル
バ
ー
ふ
れ
あ

い
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
展
」
の
作
品

を
募
集
し
ま
す
。

募
集
資
格　

60
歳
以
上
（
昭
和
36
年

４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）
の

県
内
在
住
者

応
募
点
数　

１
人
に
つ
き
短
歌
を
１

首
、
俳
句
を
２
句
、
川
柳
を
２
句
ま

で
と
し
、
未
発
表
作
品
に
限
る
（
川

柳
は
「
屋
根
」
を
課
題
と
す
る
）

募
集
締
切　

１
月
31
日
㈮
※
消
印
有
効

参
加
料　

無
料

応
募
方
法　

チ
ラ
シ
の
専
用
応
募
ハ

ガ
キ
を
用
い
て
応
募
し
て
く
だ
さ

い
。
チ
ラ
シ
は
高
齢
者
福
祉
課
、
生

涯
学
習
課
、
各
支
所
地
域
振
興
課
に

備
え
て
い
ま
す
。

問 

高
齢
者
福
祉
課　

☎
63

－

１
１
１

１
（
内
線
１
３
５
）

　

厚
生
労
働
省
「
専
門
実
践
教
育
訓

練
」
指
定
校
の
豊
西
准
看
護
学
院

は
、
准
看
護
師
と
し
て
必
要
な
看
護

に
関
す
る
知
識
と
技
術
を
習
得
し
、

地
域
や
社
会
に
貢
献
で
き
る
職
業
人

を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
学

院
で
す
。

 

一
次
募
集  

受
験
日　

２
月
２
日
㈰

会
場　

豊
西
准
看
護
学
院

試
験
科
目　

国
語
・
一
般
教
養
・
作

文
・
面
接

募
集
定
員　

24
人

受
験
資
格　

中
学
校
卒
業
者
、
ま
た

は
文
部
科
学
大
臣
の
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
、
こ
れ
と
同
等
以
上
の
学
力

が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
者
（
本
年
度

卒
業
見
込
み
可
）

受
験
料　

１
万
５
千
円

出
願
期
間　

１
月
31
日
㈮
必
着

※
入
学
願
書
は
本
学
院
で
配
布
、
ま

た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
印
刷
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■提
・

問 

豊
後
大
野
市
竹
田
市
医
師

会
共
立
豊
西
准
看
護
学
院
（
豊
後
大

野
市
緒
方
町
下
自
在
１
３
７
番
１
）

☎
・

FAX
０
９
７
４

－

42

－

２
４
３
２

日
時　

１
月
21
日
㈫　

午
後
１
時
～

会
場　

神
楽
会
館（
豊
後
大
野
市
清
川
町
）

内
容　

講
演
、
体
験
発
表
な
ど

申
込
締
切　

１
月
14
日
㈫

■申
・

問 

竹
田
や
ま
な
み
会
（
田
北
）

☎
０
９
０

－

８
２
２
０

－

６
５
１
４　

FAX 
76

－

２
８
１
５

　

未
就
業
の
歯
科
衛
生
士
資
格
習
得

者
の
職
場
復
帰
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま

す
。
ブ
ラ
ン
ク
に
対
す
る
不
安
も
現

役
歯
科
医
師
や
歯
科
衛
生
士
が
お
聴

き
し
ま
す
。

日
時　

２
月
９
日
㈰　

午
前
10
時
～

午
後
２
時

会
場　

大
分
県
歯
科
医
師
会
館
（
大

分
市
王
子
新
町
６

－

１
）

定
員　

30
人

申
込
締
切　

１
月
31
日
㈮

■申
・

問 

大
分
県
歯
科
衛
生
士
会　

☎
・

FAX
０
９
７

－

５
４
５

－

３
２
０
３

E-m
ail

：o
ita-d

h
@

ro
ad

.o
cn

.n
e.jp

※
電
話
は
月
・
水
・
金
曜
の
午
前
10

時
～
午
後
２
時
の
間
対
応
可

日
時　

１
月
29
日
㈬
・
30
日
㈭

会
場　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分

（
大
分
市
大
字
皆
春
１
４
８
３

－

１
）

受
講
料　

１
万
１
千
円
と
テ
キ
ス
ト

代
２
９
４
３
円

申
込
締
切　

講
習
日
の
１
週
間
前

■申
・

問 

一
般
社
団
法
人
日
本
ボ
イ

ラ
協
会
大
分
支
部
（
大
分
市
長
浜
町

３

－

15

－

19　

大
分
商
工
会
議
所
ビ

ル
３
階
）

☎
０
９
７

－

５
３
２

－

５
７
４
９

FAX
０
９
７

－

５
７
４

－

５
８
４
９

リ
サ
イ
ク
ル

羽
毛
布
団
を
リ
サ
イ
ク
ル

募
　
集

第
31
回
豊
の
国
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

「
シ
ル
バ
ー
ふ
れ
あ
い
短
歌
・

俳

句
・

川
柳
展
」
作
品
募
集

令
和
２
年
度 

生
徒
募
集

学
習
会
・
セ
ミ
ナ
ー
等

心
の
病
を
考
え
る
地
域
学
習
会

歯
科
衛
生
士
復
職
支
援
リ
カ
バ

リ
ー
セ
ミ
ナ
ー

ボ
イ
ラ
ー
取
扱
技
能
講
習

　詩人・北原白秋を生んだ福岡県柳川市。本市と姉妹都市の柳

川市では、女の子の初節句に、縁起のよい鶴やウサギなどの布

細工と鮮やかな糸で巻き上げた「柳川まり」を組み合わせた「さ

げもん」を飾り、盛大に祝います。

　九州文学観光ルート協議会ではこの度、「柳川雛祭り『さげも

ん』の水上雛パレードと北原白秋の故郷を訪ねる旅」を企画し

ました。華やかな『さげもん』あり、どんこ船あり、鰻せいろ

ありの柳川満喫ツアーです。皆さまの参加をお待ちしています。

催　行　日　３月15日㈰※日帰り

集合場所　竹田温泉「花水月」

集合時間　午前６時30分（７時出発）

募集人員　45人（最少催行人員25人）

旅行代金　６千円（子ども３千円）※市民特別価格

申込期間　１月７日㈫の午前９時～２月21日㈮

※詳細は１月７日の大分合同新聞朝刊の折込広告をご覧ください。

■申・問 竹田市観光ツーリズム協会　☎63-0585

柳川雛祭り「さげもん」水上雛パレード

と北原白秋の故郷を訪ねる旅

参加者
募集

2020年１月発行19



学び舎／まるごと博物館

　
南
河
内
の
瀬
目
に
萬
年
祭
碑
が

建
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
江
戸
時
代

の
文
政
13
（
１
８
３
０
）
年
に
南

河
内
村
の
四
村
長
本
田
泰
五
郎
が

建
て
た
も
の
で
あ
る
。
碑
文
に
は

「
南
河
内
・
瀬
目
・
野
鹿
・
仁
田

川
の
四
村
は
、
藩
主
の
特
別
の
計

ら
い
で
年
貢
を
軽
減
し
て
戴
き
、

暮
ら
し
が
だ
い
ぶ
楽
に
な
っ
た
。

そ
こ
で
私
共
四
村
の
農
民
は
そ
れ

に
感
謝
し
、
十
一
代
藩
主
久
教
の

生
誕
の
日
、
七
月
一
日
に
藩
の
限

り
な
い
繁
栄
を
祈
願
し
て
萬
年
祭

を
す
る
こ
と
に
し
た
。
こ
の
祭
り

を
子
々
孫
々
ま
で
続
け
さ
せ
る
た

め
に
こ
の
碑
を
建
て
た
」
と
い
う

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
当
時
は
、
太
閤
地
検
に
よ
り

「
村
切
り
」
が
行
わ
れ
、
村
々
の

石
高
が
決
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
の

石
高
に
税
率
を
か
け
て
村
々
の
年

貢
高
が
割
り
当
て
ら
れ
、
そ
れ
が

藩
の
重
要
な
財
源
と
な
る
た
め
、

藩
に
お
い
て
も
年
貢
の
確
保
に
あ

ら
ゆ
る
努
力
を
傾
注
し
て
い
た
の

で
あ
る
。
し
か
し
、
江
戸
時
代
は

何
度
も
冷
害
に
襲
わ
れ
た
り
、
台

風
の
被
害
や
「
実
盛
様
」
と
呼
ば

れ
た
ウ
ン
カ
の
害
も
大
き
く
、
農

作
物
が
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
る

こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
っ
た
。

　
そ
の
た
め
、
そ
の
年
々
の
収
穫

量
を
調
べ
増
減
す
る
「
検
見
（
毛

見
）
」
と
い
う
制
度
が
あ
っ
た

が
、
新
規
の
開
田
畑
や
永
荒
・
川

欠
な
ど
で
、
個
々
の
村
々
の
年
貢

率
の
見
直
し
な
ど
は
殆
ど
行
わ
れ

な
か
っ
た
。
岡
藩
の
年
貢
率
は
、

当
初
幕
府
の
定
め
通
り
五
公
五
民

で
あ
っ
た
が
、
後
に
は
七
公
三
民

と
な
り
、
更
に
八
公
二
民
に
ま
で

な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
特

に
、
四
原
（
恵
良
原
・
柏
原
・
葎

原
・
菅
生
原
）
の
農
民
が
起
こ
し

た
文
化
一
揆
の
前
年
、
文
化
７

（
１
８
１
０
）
年
の
年
貢
率
は
最

も
高
か
っ
た
よ
う
だ
。

　
こ
の
碑
が
建
て
ら
れ
た
の
は
、

そ
の
文
化
一
揆
か
ら
19

年
が
経
過

し
た
年
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
農
民

一
揆
の
後
に
藩
が
倹
見
を
実
施
し

た
こ
と
を
示
す
も
の
で
、
岡
藩
の

農
村
支
配
に
大
き
な
変
化
が
あ
っ

た
こ
と
を
暗
示
さ
せ
る
貴
重
な
碑

で
あ
る
。
萬
年
祭
は
明
治
初
期
ま

で
続
け
ら
れ
た
。

（
本
田
隆
憲
）

岡藩主に感謝する萬年祭

ま
る
ご
と
博
物
館

169

ぼくた
ち・私たちの

学び舎

　
本
校
は
、
熊
本
県
と
の
県
境
、

南
・
北
・
西
の
三
方
そ
れ
ぞ
れ
に
祖

母
山
・
久
住
山
・
阿
蘇
山
の
展
望
が

す
ば
ら
し
い
荻
の
台
地
に
あ
り
ま

す
。

　
現
在
、
全
校
生
徒
は
60

名
。「
緑

中
は
一
つ
！
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

日
々
の
勉
学
や
部
活
動
等
に
前
向

き
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
生
徒
も

保
護
者
も
「
緑
中
は
一
つ
！
」
を
背

面
に
プ
リ
ン
ト
し
た
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
、

日
常
生
活
を
始
め
各
種
行
事
の
際

に
愛
用
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
の
学
校
教
育
目
標
は

「『
自
主
・
協
働
・
そ
し
て
自
立
』

す
る
生
徒
の
育
成
」。
保
護
者
や
地

域
の
方
々
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

得
な
が
ら
、
荻
小
学
校
と
も
連
携

し
、
未
来
を
逞
し
く
生
き
る
（
自
立

す
る
）
た
め
に
、
自
ら
課
題
を
発
見

し
、
自
ら
考
え
、
他
者
と
協
働
し
て

行
動
で
き
る
生
徒
の
育
成
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　
生
徒
会
も
、
60

人
全
員
の
協
働

で
限
界
な
く
突
き
進
も
う
と
「N

o
 

lim
it

」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲

げ
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
展
開
し
て

い
ま
す
。
中
で
も
特
に
力
を
注
い
で

い
る
活
動
が
「
〝
み
ど
り
〞
挨
拶

（
〝
見
て
届
け
よ
う
凜
と
し
て
〞
挨

拶
）」
と
「〝
み

ど

り
〞
清

掃
（〝
無

言
で
一
所
懸
命
な
〞
清
掃
）」
で
す
。

校
内
で
の
挨
拶
や
清
掃
だ
け
で
な

く
、
校
門
前
で
の
挨
拶
運
動
や
地
域

今
月
の
学
び
舎

　竹
田
市
立
緑
ヶ
丘
中
学
校

の
清
掃
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
毎
週
金
曜
日
の
生
徒
朝
会
で

は
、
学
校
生
活
で
感
じ
た
仲
間
の
良

い
と
こ
ろ
を
紹
介
し
合
っ
た
り
、
各

専
門
部
が
企
画
し
た
皆
で
考
え
活

動
す
る
集
会
を
行
っ
た
り
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
生
徒
朝
会
の
最
後
は

全
員
で
「
緑
中
は
一
つ
！
」
コ
ー
ル

で
締
め
ま
す
。

　
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
今
年

度
の
本
校
の
教
育
活
動
の
多
く
を

紹
介
し
て
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご

覧
く
だ
さ
い
。
荻
の
皆
様
方
に
は
、

今
後
と
も
本
校
生
徒
へ
の
温
か
い
お

声
が
け
や
教
育
活
動
へ
の
ご
支
援

を
、
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

（
教
頭
　
阿
孫
裕
司
）

↑荻駅トイレの清掃

↑ゴミを拾いながらの遠足

↑「荻ふるさと祭り」での全校合唱

↑南河内の瀬目にある「萬年祭碑」

け
　
み

た
く
ま
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□□□□□□□□□□

今月の読み聞かせ

開館のご案内

蔵書点検のお知らせ

他250冊ほど入りました。

新刊のご案内

一般書
・星と龍［朝日新聞出版］

・白銀の墟　玄の月　３･４巻［新潮社］ 

・人面瘡探偵［小学館］ 

・ユダヤの商法（新装版）

  　世界経済を動かす［ベストセラーズ］ 

・中央駅［彩流社］ 

・タスキメシ　箱根［小学館］ 

・高校事変　Ⅳ［KADOKAWA ］

・彼岸の図書館―ぼくたちの「移住」のかたち［夕書房 ］

・実像　広島の「ばっちゃん」

  　中本忠子の真実［KADOKAWA］ 

・ルヴァンとパンとぼく［平凡社］      

　

児童書
・ふゆとみずのまほう　こおり

  　（ふしぎいっぱい写真絵本38）［ポプラ社］

・恐竜キングダム11［KADOKAWA］  

・わたしのわごむはわたさない［PHP研究所］ 

・ノラネコぐんだんカレーライス［白泉社］ 

・新選組戦記　上［小峰書店］

・すずと、ことりと、それからわたし

  　（おやこでよもう！金子みすヾ）［JULA出版局］     

・あやちゃんのひばくたいけん

  　―あやちゃんの涙を忘れないで［竹林館］

葉室　麟

小野　不由美

中山　七里

藤田　田

キム・ヘジン　著／生田　美保　訳

額賀　澪

松岡　圭祐

青木　真兵・海青子

秋山　千佳

甲田　幹夫

片平　孝

スライウム、アルビー　ストーリー／

エアーチーム　まんが／小林　快次　監修

ヨシタケシンスケ

工藤　ノリコ

小前　亮　作／遠田　志帆　絵

高畠　那生　絵／坂本　美雨　ナビゲーター／

矢崎　節夫　監修

 西　純子

　あけましておめでとうございます。今年もどうぞよ
ろしくお願いします。 
　新しい年を迎えましたが、お正月はいかがお過ごし
でしょうか？
　図書館は４日㈯から開館しています。お正月休みは
ぜひ図書館へお越しください。皆さまのご利用をお待
ちしています。

　「かたちをあらわす、うつくしいなまえ」

　主に日本でよく見られる美術・工芸

品につけられた“なまえ”を紐解く一

冊です。阿古陀・鶴首・瓢など七十の

かたちが、濱愛子さんの美しい絵とと

もに登場します。複雑な立体を言葉ひ

とつで頭のなかに浮かび上がらせてく

れる優れた「かたちのなまえ」たちが、

６つのカテゴリーに分けて解説されて

います。お正月の一冊にいかがですか？

おはなしひろば　　　　　　毎週火曜日 午前10時30分～11時　おはなしひろば

おはなしルーム　　　　　　１月16日㈭ 午後 ２時～ ２時30分　竹田幼稚園

　　　　　　　　　　　　　１月23日㈭ 午後 ２時～ ２時30分　南部幼稚園

たけのこ文庫のおはなし会　１月11日㈯ 午後 ３時～ ３時30分　おはなしひろば

竹田市立図書館（TEL&FAX 63-1048）

　開館時間 午前10時～午後６時　休館日 月曜日・第４金曜日

荻駅交流館図書室（TEL&FAX 68-2200）

　開館時間 午前10時～午後６時　休館日 土・日・祝日等

久住図書室（TEL 76-0717 FAX 76-0724）

直入図書室（TEL 75-2211 FAX 75-2217）

　開館時間 午前８時30分～午後５時　休館日 土・日・祝日等

竹田市立図書館（TEL&FAX 63-1048）

　開館時間 午前10時～午後６時　休館日 月曜日・第４金曜日

荻駅交流館図書室（TEL&FAX 68-2200）

　開館時間 午前10時～午後６時　休館日 土・日・祝日等

久住図書室（TEL 76-0717 FAX 76-0724）

直入図書室（TEL 75-2211 FAX 75-2217）

　開館時間 午前８時30分～午後５時　休館日 土・日・祝日等

司書おすすめの一冊

「かたちのなまえ」

野瀬　奈津子　著　　玄光社

　十二支そろってあつまって　こ

れからたのしいしんねんかい　ま

ずはみんなのごしょうかい！画

家・柳原良平さんの楽しい絵と語

呂のよいことばとともに、十二支

の動物たちを紹介します。あなた

は何年生まれかな？

「十二支のしんねんかい」

みき　つきみ　文／柳原　良平　画　　こぐま社

「かわにくまがおっこちた」

リチャード・T・モリス　作／レウィン・ファム

絵／木坂　涼　訳　　岩崎書店

児童書

１月

一般書

　むかしむかしあるところにかわが

いっぽんながれていました。でもか

わはじぶんがかわだということをし

りませんでした。かわにくまがおっ

こちるまでは…。ゆっくり始まりど

んどん加速していく川下りの冒険絵

本です。レウィン・ファムによるき

れいで楽しい絵とともにどうぞお楽

しみください！

読み
聞かせに

おすすめの
１冊

２月３日（月）～７日（金）まで休館となります。

　ご迷惑をおかけしますが、よろしくお願いし

ます。期限を過ぎた本をお持ちの方は返却を

お願いします。
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市長コラム

〈第124回〉

文豪川端康成が晩年、よく揮毫したのが『有

由有縁』。人との出会いや物事との接点が生ま

れるのは、偶然ではなく、それなりの理由が

働くからであるという意味です。

『
世
界
の
中
の
竹
田
』
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
妙
案

　
昨
年
の
秋
に
日
本
で
行
わ
れ
た
ラ
グ
ビ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
は
大
分
な
ど
開
催
地
の
み
な

ら
ず
、
日
本
国
中
を
熱
気
の
渦
に
巻
き
込
ん
で

成
功
裏
に
幕
を
閉
じ
た
。

　
「
４
年
に
一
度
じ
ゃ
な
い
。
一
生
に
一
度
だ
。
」

の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
も
功
を
奏
し
た
の
だ
ろ
う
。

日
本
人
の
み
な
ら
ず
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
誘
致
も

う
ま
く
い
っ
た
よ
う
だ
。

　
別
府
や
大
分
で
は
大
型
高
級
ホ
テ
ル
が
開
業

し
、
外
国
人
の
受
け
入
れ
も
順
調
に
運
ん
だ
と

い
う
評
価
が
あ
る
一
方
で
、
そ
れ
以
外
の
県
内

地
域
で
は
「
ほ
と
ん
ど
効
果
は
見
ら
れ
な
か
っ

た
」
と
い
う
声
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

　
大
分
県
の
関
係
者
は
、
「
１
か
月
以
上
も
長
期

滞
在
す
る
外
国
人
が
い
た
り
、
食
事
代
で
一
晩
１

０
０
万
円
以
上
を
使
っ
た
富
裕
層
が
い
た
り
経
済

効
果
は
抜
群
だ
っ
た
」
と
自
画
自
賛
し
て
い
る
人

も
い
る
。
加
え
て
、
「
大
分
県
の
立
場
か
ら
言
う

と
、
大
分
県
ま
で
は
連
れ
て
来
れ
ま
す
よ
。
あ

と
、
県
内
を
ど
う
巡
る
か
、
ど
う
巡
ら
せ
る
か
は

各
地
域
の
創
意
工
夫
で
し
ょ
」
と
も
話
す
。

　
こ
の
話
を
聞
い
て
違
和
感
が
な
か
っ
た
わ
け

で
は
な
い
が
、
現
実
的
に
は
そ
の
と
お
り
で
も

あ
っ
た
ろ
う
と
思
う
。

　
あ
の
期
間
、
竹
田
市
内
で
は
施
設
の
大
小
や

料
金
の
差
に
関
係
な
く
、
来
る
は
ず
の
な
い
外

国
人
旅
行
者
を
得
た
経
営
者
た
ち
が
い
た
。
そ

の
人
た
ち
に
共
通
し
て
い
る
努
力
と
は
何
だ
っ

た
か
。

　
そ
れ
は
、
情
報
の
発
信
力
で
あ
っ
た
。

　
特
に
取
り
上
げ
た
い
の
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
英
語
が
添
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

そ
し
て
、
自
分
た
ち
日
本
人
の
自
慢
と
す
る
も

の
は
何
か
。
た
と
え
ば
、
施
設
周
辺
の
田
舎
の

景
色
や
竹
田
市
内
の
観
光
地
、
さ
ら
に
は
手
づ

く
り
の
家
庭
料
理
や
田
舎
の
食
材
な
ど
を
、
英

語
を
添
え
て
紹
介
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

　
同
時
期
に
、
首
都
圏
で
活
躍
す
る
友
人
た
ち

か
ら
指
摘
さ
れ
る
の
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
多

言
語
で
対
応
で
き
て
い
る
宿
が
ほ
と
ん
ど
な

か
っ
た
と
い
う
こ
と
。
そ
れ
は
経
営
者
の
考
え

方
も
あ
る
の
で
一
概
に
良
し
悪
し
を
決
め
る
こ

と
は
で
き
な
い
も
の
の
、
せ
め
て
竹
田
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
こ
れ
ま
た
、
せ
め
て
英
語
版

だ
け
で
も
添
え
る
べ
き
だ
ろ
う
と
指
摘
さ
れ
た
。

　
友
人
の
言
葉
が
気
に
な
っ
て
竹
田
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
開
い
て
み
た
。
そ
こ
に
は
「
市
長

の
動
き
」
や
「
市
長
の
ブ
ロ
グ
」
も
掲
載
し
て

外
国
語
で
の
情
報
発
信
を
急
ご
う

い
る
し
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
紹
介
欄
も
あ
る
の

で
、
ほ
と
ん
ど
毎
日
、
一
日
に
数
回
見
る
こ
と

も
珍
し
く
な
い
。

　
と
こ
ろ
が
、
い
ま
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
を
飾
っ
て

い
る
メ
イ
ン
情
報
の
『
岡
城
が
日
本
最
強
の
城

に
選
定
さ
れ
た
』
の
誇
ら
し
い
欄
を
開
い
て
み

て
も
、
英
語
は
ど
こ
に
も
添
え
ら
れ
て
い
な
い
。

　
久
住
高
原
や
長
湯
温
泉
の
紹
介
ペ
ー
ジ
に
た

ど
り
着
い
て
も
日
本
語
以
外
の
表
記
は
見
ら
れ

な
い
。

　
市
長
に
就
任
し
て
10
年
。
相
当
な
情
報
発
信

と
ス
ト
ー
リ
ー
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
き
た
と

こ
ろ
で
あ
る
が
、
世
界
中
に
知
ら
し
め
た
い
竹

田
市
の
魅
力
も
こ
れ
で
は
認
知
さ
れ
る
は
ず
が

な
い
。
新
年
早
々
、
ほ
ろ
に
が
い
告
白
に
な
っ

た
が
、
令
和
２
年
は
ま
ず
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

観
光
情
報
に
外
国
語
を
添
え
る
と
い
う
こ
と
を

実
現
し
た
い
。

　
今
年
の
夏
は
、
い
よ
い
よ
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
。

　
和
太
鼓
集
団
Ｄ
Ｒ
Ｕ
Ｍ 

Т
Ａ
Ｏ
の
新
た
な
舞

台
も
あ
ざ
み
台
に
完
成
す
る
。
田
能
村
竹
田
を

基
軸
に
中
国
と
の
文
化
交
流
も
視
野
に
入
っ
た
。

そ
し
て
、
第
５
回
「
山
の
日
」
記
念
全
国
大
会

が
８
月
11
日
に
大
分
県
で
、
竹
田
市
で
も
開
催

さ
れ
る
。

　
ま
さ
に
、
『
世
界
の
中
の
竹
田
』
。
人
口
は
多

少
減
っ
て
も
、
世
界
の
中
で
な
く
て
は
な
ら
な

い
存
在
を
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
。

←日々更新されている市公

式ホームページ。

　今年は観光情報に英語訳

を添え、世界に竹田の魅

力を発信したい
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電子感謝券スタート！ ほか

あ
っ
た
ろ
う
と
思
う
。

だ
け
で
も
添
え
る
べ
き
だ
ろ
う
と
指
摘
さ
れ
た
。

き
」
や
「
市

基
軸
に
中
国
と
の
文
化
交
流
も
視
野
に
入
っ
た
。

い
存
在
を
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
。

　市ではこれまで、ふるさと納税により寄附をしていただいた市外在住の方に、感

謝の気持ちを込めて特産品等をお贈りしてきました。

　これに加え、県内で初となる「ふるさとチョイス電子感謝券」（電子ポイント）

の取り組みを12月５日から始めました。

　
同
感
謝
券
は
、
市
に
ふ
る
さ
と
納

税
を
さ
れ
た
方
が
、
市
内
の
加
盟
店

舗
ま
た
は
施
設
に
お
い
て
、
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
を
受
け
る
際
、
ま
た
商
品

の
購
入
の
際
に
使
用
で
き
る
電
子
ポ

イ
ン
ト
で
す
。

　
竹
田
市
に
帰
省
さ
れ
る
市
外
在
住

の
方
な
ど
、
よ
り
多
く
の
市
外
在
住

者
に
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
「
電
子
感

謝
券
」
を
通
じ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
竹

田
市
の
魅
力
を
直
接
体
感
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問 

企
画
情
報
課
ま
ち
未
来
創
造
室

☎
63-

４
８
０
１
／
ま
ち
づ
く
り
た

け
た
株
式
会
社
　
☎
64-

０
１
７
５

※

年
末
年
始
は
12
月
28
日
㈯
〜
１
月

５
日
㈰
ま
で
休
業
。
６
日
㈪
か
ら
営

業
し
ま
す
。

帰省中の市外在住の方へ

電子感謝券スタート！
竹田市ふるさと納税

県内初
詳しくは竹田市ふるさと納税電子感

謝券のポータルサイト

（https://www.furusato-tax.jp/feat

ure/detail/44208/

4677?lp_token）ま

たはQRコードから

読み込み、ご確認く

ださい。 

コ
ー
ス
整
備
に
役
立
て
て

↑廃油石けんの益金を手渡す志賀愛

理生徒会長（右）と藤部智教生徒

会保体部長

　
白
丹
小
学
校
の
児
童
が
、
地
元
の

「
白
丹
温
泉
ふ
れ
あ
い
の
湯
」
の
案

内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
作
っ
た
の
は
３
年
生
の
内
那
聡
太

く
ん
、
木
村
一
心
く
ん
、
島
村
音
羽

さ
ん
。
施
設
の
場
所
を
記
し
た
地
図

や
営
業
時
間
、
お
湯
の
特
長
や
館
内

の
案
内
を
す
べ
て
手
書
き
し
、
写
真

付
き
で
紹
介
、
合
計
２
０
０
部
印
刷

し
ま
し
た
。

　
12
月
10
日
、
３
人
は
竹
田
観
光
案

内
所
を
訪
れ
、
井
上
隆
竹
田
市
観
光

ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
長
と
山
下
慎
一
Ｊ

Ｒ
豊
後
竹
田
駅
長
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

設
置
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　「
温
泉
館
の
木
村
克
比
古
副
館
長

に
話
を
聞
き
、
地
域
の
方
が
ア
イ
デ

ア
を
出
し
合
い
、
施
設
を
つ
く
っ
た

こ
と
を
知
っ
た
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

見
て
、
多
く
の
人
に
温
泉
に
来
て
ほ

し
い
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

　
久
住
中
学
校
の
生
徒
会
で
は
、
環

境
グ
ル
ー
プ
「
め
だ
か
の
学
校
」
の

協
力
を
得
な
が
ら
、
家
庭
か
ら
出
た

廃
油
で
石
け
ん
を
作
り
、
11
月
の
文

化
祭
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
12
月
９
日
、
生
徒
会
長
の
志
賀
愛

理
さ
ん
（
３
年
）
と
生
徒
会
保
体
部

長
の
藤
部
智
教
さ
ん
（
同
）
が
市
役

所
を
訪
れ
、
久
住
町
南
登
山
口
の

「
日
本
一
の
マ
ラ
ソ
ン
練
習
コ
ー
ス
」

の
整
備
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
、
廃

油
石
け
ん
の
益
金
を
市
教
育
委
員
会

に
寄
附
し
ま
し
た
。

　「
コ
ー
ス
の
創
設
に
は
多
く
の
人

が
協
力
し
、
完
成
ま
で
に
長
い
時
間

が
か
か
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ

た
」
と
志
賀
さ
ん
。
藤
部
さ
ん
は
「
夏

休
み
や
生
徒
会
活
動
の
時
間
を
利
用

し
て
作
っ
た
。
整
備
に
活
用
し
て
く

だ
さ
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
吉
野
英
勝
教
育
長
は
「
利
用
す
る

人
が
気
持
ち
よ
く
練
習
で
き
る
よ
う

に
、
き
れ
い
な
コ
ー
ス
を
維
持
し
て

い
き
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

白丹温泉に来てね！

↑パンフレットを作った（前列左から）内那

聡太くん、木村一心くん、島村音羽さん

あ
い

り

と
も
の
り

い
っ
し
ん

お
と  

は

そ
う  

た

か
つ  

ひ
　
こ
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第178回 郷土の植物
（369）

　
低
地
か
ら
山
地
の
池
沼
や
渓
流

沿
い
な
ど
水
気
を
好
ん
で
生
育
す

る
高
さ
１
〜
３
㍍
ほ
ど
の
雌
雄
異

株
の
落
葉
低
木
で
す
。
樹
皮
は
暗

灰
色
で
す
。
樹
形
は
横
に
伏
し
て

斜
上
す
る
も
の
と
直
立
す
る
も
の

と
が
あ
り
ま
す
。

　
互
生
の
葉
は
開
花
よ
り
あ
と
に

展
開
し
、
ふ
ち
に
は
細
か
い
鋸
歯

が
あ
り
ま
す
。
形
は
長
い
楕
円
形

で
裏
面
は
緑
白
色
で
、
葉
脈
は
凸

状
に
突
き
出
て
い
ま
す
。
大
き
さ

は
長
さ
12
㌢
、
幅
が
２
㌢
ほ
ど
で

す
。

　
ま
だ
肌
寒
い
早
春
の
頃
、
い
ち

早
く
春
の
陽
光
を
浴
び
て
長
さ
５

㌢
ほ
ど
の
長
楕
円
形
の
毛
虫
み
た

い
な
花
弁
の
な
い
赤
と
黄
色
の
花

を
咲
か
せ
ま
す
。
雄
花
（
写
真
は

雄
花
）
の
方
が
葯
（
花
粉
を
入
れ

た
袋
）
が
赤
く
て
美
し
く
、
地
味

な
雌
花
よ
り
目
立
ち
ま
す
。
花
の

あ
と
、
び
っ
し
り
並
ん
だ
紡
錘
状

の
蒴
果
（
裂
開
し
て
種
子
を
出
す

莢
の
こ
と
）
が
熟
す
と
裂
開
し
て

白
い
綿
毛
に
つ
つ
ま
れ
た
種
子
（
柳

絮
と
呼
ば
れ
る
も
の
）
を
風
で
飛

散
さ
せ
ま
す
。

　
和
名
の
由
来
は
ふ
っ
く
ら
と
し

た
花
の
姿
を
猫
の
尾
に
見
立
て
て

猫
柳
の
名
が
あ
り
ま
す
。

　
竹
田
で
は
里
山
の
池
沼
の
ふ
ち

や
小
川
沿
い
、
大
き
な
河
川
敷
の

阿
蘇
溶
結
凝
灰
岩
の
割
れ
目
で
よ

く
観
察
さ
れ
ま
す
。
花
期
は
３
月

で
す
。

ち  

し
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か  
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ふ
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さ
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っ
か
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さ
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じ
ゅ
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わ
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じ
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ヤ
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別冊 1

令和２年１月  岡の里ふるさとＵターン情報　問 竹田市ふるさとハローワーク ☎63-1101

事業所名 事業所の内容 求人職種 求人数 賃金 備考（資格等）

名水美人ファクトリー
株式会社

水耕栽培による野菜等の生産・加工
並びに販売

製造スタッフ（総合職） 3 15.2～18万円 年齢制限18～39歳

製造スタッフ（竹田：夜勤） 2 18.9万円

機械メンテナンス 1 14.1～18万円 年齢制限18～45歳

医療法人 健伸会
ケアホーム「五つの実」

介護福祉事業（短期入所生活介護の
施設）

介護職 2 13.7～17.7万円 介護福祉士またはヘルパー2級、普通自動車免許（ＡＴ限定可）

栄養士 1 14.6～18.7万円 管理栄養士または栄養士、普通自動車免許（ＡＴ限定可）

正・准看護師 2 13.9～20.3万 看護師免許（正・准）、普通自動車免許（ＡＴ限定可）

社会医療法人社団
大久保病院

医療（内科、循環器内科、整形外科、外科、消化器外科、
麻酔科、リハビリテーション科、婦人科他）、介護老人保
健施設、グループホーム他介護保険サービス関連事業

正看護師 2 22.3～33.7万円 正看護師免許

介護福祉士 2 15.3～24.9万円 介護福祉士

介護士 1 13.7～14万円

医療法人 古島眼科
眼科専門医療機関。小児から高齢者の眼疾患等多岐にわたり対応。
外来入院加療により疾患治療を実施。コンタクトレンズ外来も併設

医療事務 1 13.7～25万円 普通自動車免許（ＡＴ限定可）

給食・調理業務 2 14～16万円 普通自動車免許（ＡＴ限定可）

株式会社 翡翠倶楽部
（宿房 翡翠之庄）

旅館業を中心として、他に食事処３店舗（宿房「翡翠之庄」、
料庵「川瀬美」、ラーメン隼）、木工工房・食品加工場等経営

調理師 1 17～22万円 調理経験者

接客係 3 15～20万円

医療法人 雄仁会
（加藤病院・岡の苑・
和の郷・木もれ陽）

医療及び介護保険業

介護職 2 13.5万円

正看護師 3 21.6～27万円 正看護師免許

准看護師 3 17～22.5万円 准看護師免許

広域建設有限会社 舗装工事・土木一式工事

ＣＡＤオペレーター 1 13.8～14.9万円

土木作業員、舗装作業員 2 13.8～23万円 普通自動車免許（ＭＴ以上）

軽作業スタッフ 1 13.8～14.9万円

社会福祉法人 孝寿福祉会
（美晴が丘・荻の苑）

美晴が丘：特養（従来型・ユニット型）、短期入
所、配食サービス、サ高住「美空の家」／荻の
苑：ユニット型特養、従来型特養、短期入所

看護職員（美晴が丘） 1 15.5～30万円 正・准看護師免許 、老人看護・内科看護の経験ある方

ケアワーカー（介護員）（美晴が丘・荻の苑） 3
14.3～22万円

普通自動車免許（ＡＴ限定可）

厨房職員（美晴が丘） 2 普通自動車免許（ＡＴ限定可）

医療法人 孝寿会
（伊藤医院・わくわくデイケア）

医療業（内科・消化器科・循環器科・リハビリテーション科・呼吸器
科）、介護保険事業（通所リハビリ・訪問看護・ショートステイ等）

看護助手、介護 1 14.5～17.6万円 普通自動車免許（ＡＴ限定可）

正看護師または准看護師 2 14.5～30万円 正看護師または准看護師免許、普通自動車免許（ＡＴ限定可）

株式会社 ローケン
有料老人ホームの経営、訪問介護・
通所介護・在宅介護支援事業

介護職員（ヘルパーステーショ
ン）

3 14～16万円
ヘルパー２級、初任者研修、介護福祉
士、看護師のいずれか

株式会社 高山組
土木・舗装・建築・法面
構造物補修工事の総合建設業

総務事務 1 14～25万円 普通自動車免許（ＡＴ限定可）

建築工事施工管理技術者及び補助業務員 1 17～40万円 普通自動車免許（ＡＴ限定可）

土木工事施工管理技術者及び補助業務員 3 17～45万円 普通自動車免許（ＡＴ限定可）

一般社団法人 竹田市医師会
（竹田医師会病院）

病院
正看護師 3 21～23.6万円 正看護師免許

准看護師 1 17～19.6万円 准看護師免許

朝日生命保険相互会社大分支社竹田営業所 生命保険商品の営業、当社顧客のアフターフォロー 営業 5 11万円

株式会社 重松組 建設業、産業廃棄物処理業
一般事務 2 14～18万円 普通自動車免許（ＡＴ限定可）

土木施工管理技士 3 25～35万円 普通自動車免許（ＭＴ）、１級もしくは２級土木施工管理技士

加藤石油株式会社
石油製品・液化石油ガス販売、自動車整
備・車検、自動車販売、各種保険の取扱

自動車整備士 2 16～23万円 自動車整備士２級、普通自動車免許（ＭＴ）

ガソリンスタンド販売員（竹田市内） 3 13.8～20万円 普通自動車免許（ＡＴ限定不可）

医療法人 健伸会
みはらクリニック

整形外科・内科・麻酔科・リハビリテー
ション科等の外来診療。通所リハビリテー
ション、指定居宅介護支援事業所の運営

理学療法士 2 21.2～28.7万円 理学療法士免許、普通自動車免許（ＡＴ限定可）

正・准看護師 1 16.8～23.2万円 正看護師または准看護師免許、普通自動車免許（ＡＴ限定可）

受付・事務 1 15～18.5万円

旭食品工業株式会社　
大分工場

漬物製造
野菜つけ物工 2 13万円 普通自動車免許（ＡＴ限定可）

農作業員 1 16.1万円 普通自動車免許（ＭＴ）

有限会社 ベネッツ
土木・建築一式総合建設業　
一級建築士事務所

営業 1 18～25万円 普通自動車免許（ＡＴ限定不可）

ＵＱモバイルショップスタッフ 2 15～20万円

有限会社 但馬屋老舗
菓子製造・販売、茶房ギャラリー経
営

販売員（竹田本店） 2 13.2～16.5万円

和菓子製造 3 13.6～18.7万円

有限会社
久住ワイナリー

加工用ぶどうの栽培とワインの製造
販売及びレストラン

レストラン調理人（未経験可） 1 23.5～32万円 普通自動車免許（ＡＴ限定可）　

加工用葡萄の栽培（醸造補佐） 1 25～32万円 普通自動車免許（ＡＴ限定可）

ワイナリースタッフ 1 22.5～30万円 普通自動車免許（ＡＴ限定可）

株式会社 松井組
総合建設業（建築、土木、舗装）
書店業務・携帯販売

土木施工管理技士 1
23～33万円

工務経験者、１級または２級土木施工管理技士

建築技術者 3 建築工事経験者、１級または２級建築施工管理技士

グループホーム湧水の郷・訪問介護
ひまわり竹田（大分部品株式会社）

大分部品が直営する介護施設。居宅介護
支援・訪問介護・グループホームを運営

介護スタッフ（グループホーム湧水の郷） 2 13.6～17.1万円 普通自動車免許（ＡＴ限定可）

サービス提供責任者（訪問介護ひまわり竹田） 1 14～20万円 実務者研修または介護福祉士、普通自動車免許（ＡＴ限定可）

社会福祉法人
愛の園福祉会
なおいりこども園

幼保連携型認定こども園
放課後児童健全育成事業

保育教諭 2 18～20.5万円 保育士・幼稚園教諭・保育子育て支援員・小学校教諭・養護教諭のいずれか

学童支援員 1 15.1～16.2万円

保育士（都野保育所） 2 18～20.5万円 保育士

調理員（都野保育所） 1 14.7万円

株式会社
くじゅう高原
ガンジー牧場

土産品販売・レストラン経営・宿泊
施設

レストラン接客 1 18～25万円

料理人（洋食） 1 20～30万円 調理の経験、調理師免許

ナイトフロント 1 18～20万円

社会福祉法人 
竹田市社会福祉協議会

福祉関係団体の支援、地域福祉事業、
市との共催事業、県・市からの委託
事業、介護保険事業

介護支援専門員 1 18万円 介護支援専門員、普通自動車免許（ＡＴ限定可）

訪問介護職員 1 14.5～17.5万円 ヘルパー２級以上、普通自動車免許（ＡＴ限定可）

相談員 1 18万円 社会福祉士または精神保健福祉士

株式会社 頂
林業全般（植林、下刈り、間伐、皆伐、
立木売買）、チェーンソー、草刈り機、
林業機械の運転、トラックの運転

林業作業員 1 20～27.5万円 普通自動車免許（ＡＴ限定不可）

10トントラック運転手 1 20～25万円 大型自動車第１種免許

事務 1 12.8～16万円 普通自動車免許（ＡＴ限定可）

豊友産業株式会社 生コンの製造販売
生コン試験業務 1 19～20.8万円 普通自動車免許（ＡＴ限定不可）

生コン輸送係 2 18.5～21万円 大型自動車第１種免許

有限会社 工藤緑化 土木工事業・造園工事業・林業工事業 一般作業員 3 16～30万円 普通自動車免許（ＡＴ限定不可）

株式会社 豊西測量設計
測量・土木設計・補償コンサルタン
ト・建設コンサルタント

営業 1 17～25万円 普通自動車免許（ＡＴ限定可）

測量技術者 1 18～35万円 普通自動車免許（ＡＴ限定可）

事務員 1 14～15万円 普通自動車免許（ＡＴ限定可）

①菓子販売員 １人 13.8万円　②美容師 １人 18 ～ 40万円　③フロント係 １人 15 ～ 17.7万円　④重機オペレータ １人 23.1 ～

34.6万円　⑤営業事務 １人 13.8 ～ 17.2万円　⑥畜産 １人 16.9 ～ 20.8万円　⑦レストラン厨房業務 １人 17.1 ～ 24.1万円　⑧養鶏

作業員 １人 17.6 ～ 18.7万円　⑨レストランホールスタッフ １人 15 ～ 17万円　⑩建築技術者 １人 20 ～ 35万円　⑪サービスス

タッフ １人 14 ～ 20万円　⑫林業作業員 １人 21.1 ～ 23.6万円

〔パート求人（時給）〕
⑬パック作業員 １人 900 ～ 950円　⑭介護職員 １人 830 ～ 950円　⑮ホテル清掃員 ２人 800円　⑯販売員 ３人 800円　⑰宴会

場サービス担当 １人 900 ～ 1200円　⑱精肉の加工・パック詰め・陳列 １人 800円　⑲配送事務 １人 822円　⑳洗い場係 ２人 

800円　㉑ナイトフロント １人 800円　㉒配車係 １人 790円　㉓調理補助 １人 900円　㉔看護師 １人 1400 ～ 1800円

求

人

情

報
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第73回瀧廉太郎記念全日本高等学校
声楽コンクール本選

第15回歳末助け合いチャリティーショー

12月30日㈪ 12月31日㈫ １月１日㈬ １月２日㈭ １月３日㈮ １月４日㈯

番組終了中

介護予防体操 「竹田しゃんしゃん音頭」

たけたホッとタイムス

友チャリ

竹田市からのお知らせ

伝えたい、日本のこころ

竹田市からのお知らせ

J:COMチャリティカップ
2019   

竹田市長・竹田市議会議長　新春あいさつ

竹田市からのお知らせ 月刊たけたトピックス
「２月分」

月刊たけたトピックス
「６月分」

月刊たけたトピックス
「10月分」

月刊たけたトピックス
「10月分」

月刊たけたトピックス
「９月分」

月刊たけたトピックス
「５月分」

竹田市長・竹田市議会議長　新春あいさつ

竹田市からのお知らせ

月刊たけたトピックス
「８月分」

月刊たけたトピックス
「７月分」

月刊たけたトピックス
「６月分」

月刊たけたトピックス
「１月分」

月刊たけたトピックス
「５月分」

月刊たけたトピックス
「９月分」

月刊たけたトピックス
「８月分」

月刊たけたトピックス
「４月分」

月刊たけたトピックス
「10月分」

伝えたい、日本のこころ
傑作選③

とどけ！心の詩
～ 18歳の地図～

－倉橋 華那－

（TCT特番）
第15回

歳末助け合い
チャリティーショー

午前の部

（TCT特番）
第73回瀧廉太郎記念

全日本高等学校
声楽コンクール本選

たけたホッとタイムス

竹田市長・竹田市議会議長　新春あいさつ

竹田市からのお知らせ

ひるドキッ！ cooking
傑作選②

ひるドキッ！ cooking
傑作選①

ひるドキッ！ cooking
傑作選②

竹田しゃんしゃん音頭

これ知ってますか？傑作選②

友チャリ

竹田市からのお知らせ

たけたホッとタイムス

DEAR FRIENDS
CONCERT 2019

これ知ってますか？傑作選①

友チャリ（臼杵市編）友チャリ（竹田市長湯編）

これ知ってますか？傑作選②

竹田しゃんしゃん音頭

きどっちメソッド

とどけ！心の詩
～ 18歳の地図～

－倉橋 華那－

ひるドキッ！ cooking
傑作選①

ひるドキッ！ cooking
傑作選②

伝えたい、日本のこころ

友チャリ（竹田市長湯編）

たけたホッとタイムス

たけたホッとタイムス

（TCT特番）
第73回瀧廉太郎記念

全日本高等学校
声楽コンクール本選

（TCT特番）
第15回

歳末助け合い
チャリティーショー

午後の部

DEAR FRIENDS
CONCERT 2019

（TCT特番）
第15回

歳末助け合い
チャリティーショー

午前の部

（TCT特番）
瀧廉太郎を偲ぶ

音楽祭第1部

NHK大河ドラマ篤姫

よろうち座

（TCT特番）
第73回瀧廉太郎記念

全日本高等学校
声楽コンクール本選

（TCT特番）
瀧廉太郎を偲ぶ

音楽祭第2部

とどけ！心の詩
～ 18歳の地図～

－倉橋 華那－
竹田しゃんしゃん音頭

たけたホッとタイムス

ぐるめぐり総集編

NHK大河ドラマ篤姫 NHK大河ドラマ篤姫

これ知ってますか？傑作編② 竹田市からのお知らせ

竹田市長・竹田市議会議長　新春あいさつ

よろうち座 よろうち座

友チャリ11月

友チャリ12月

竹田市からのお知らせ

ぐるめぐり総集編

九州イチオシ！

竹田しゃんしゃん音頭

竹田市からのお知らせ

NHK大河ドラマ篤姫

たけたホッとタイムス

（TCT特番）
第15回

歳末助け合い
チャリティーショー

午後の部

（TCT特番）
第15回

歳末助け合い
チャリティーショー

午前の部

NHK大河ドラマ篤姫 NHK大河ドラマ篤姫

友チャリ
（豊後大野市朝地町編）

よろうち座

よろうち座

たけたホッとタイムス

ショップチャンネル

たけた市民チャンネル年末年始番組表

※都合により番組内容が一部変更になる場合がありますので、ご了承ください。

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

6

月刊たけたトピックス
「７月分」

月刊たけたトピックス
「３月分」

DEAR FRIENDS
CONCERT 2019

よろうち座

これ知ってますか？傑作選①

第73回瀧廉太郎記

念全日本高等学校

声楽コンクール 本

選の模様をお送り

します。若き声楽家

の皆さんの歌声を

お聴きください。

第15回歳末助

け合いチャリ

ティーショー

の 午 前 の 部

と、午後の部

をお送りしま

す。
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市長、議長新春あいさつ とどけ！心の詩～ 18歳の地図～

九州イチオシ！竹田市からのお知らせ友チャリ

１月５日㈰ １月６日㈪ １月７日㈫ １月８日㈬ １月９日㈭ １月10日㈮

番組終了中
6

ウィークリーたけたん
介護予防体操 「竹田しゃんしゃん音頭」

7月刊たけたトピックス
「４月分」

月刊たけたトピックス
「３月分」

月刊たけたトピックス
「２月分」

月刊たけたトピックス
「７月分」

月刊たけたトピックス
「５月分」

ひるドキッ！おおいた
月曜（再）

月刊たけたトピックス
「４月分」

月刊たけたトピックス
「３月分」

月刊たけたトピックス
「５月分」

月刊たけたトピックス
「７月分」

ひるドキッ！おおいた
火曜（再）

月刊たけたトピックス
「６月分」

月刊たけたトピックス
「７月分」

ひるドキッ！おおいた
木曜（再）

月刊たけたトピックス
「６月分」

とどけ！心の詩
～ 18歳の地図～

－倉橋 華那－

とどけ！心の詩
～ 18歳の地図～

－倉橋 華那－

ひるドキッ！おおいた
金曜（再）

たけたホッとタイムス

ひるドキッ！おおいた
金曜（再）

ひるドキッ！おおいた
木曜（再）

ひるドキッ！おおいた
水曜（再）

ひるドキッ！おおいた
火曜（再）

ひるドキッ！おおいた
月曜（再）

竹田市長・竹田市議会議長
新春あいさつ

伝えたい、日本のこころ

ひるドキッ！おおいた
木曜（再）

ひるドキッ！おおいた
火曜（再）

月刊たけたトピックス
「２月分」

月刊たけたトピックス
「１月分」

月刊たけたトピックス
「10月分」

月刊たけたトピックス
「９月分」

（TCT特番）
第73回瀧廉太郎記念

全日本高等学校
声楽コンクール本選

週刊ケーブル７（生）

ひるドキッ！おおいた
水曜（再）

ひるドキッ！おおいた
月曜（再）

ひるドキッ！おおいた
水曜（再）

月刊たけたトピックス
「１月分」

月刊たけたトピックス
「６月分」

月刊たけたトピックス
「８月分」

月刊たけたトピックス
「２月分」

月刊たけたトピックス
「８月分」

月刊たけたトピックス
「３月分」

たけたホッとタイムス

竹田市からのお知らせ

ウィークリーたけたん
竹田しゃんしゃん音頭

月刊たけたトピックス
「９月分」

月刊たけたトピックス
「３月分」

月刊たけたトピックス
「９月分」

これ知ってますか？総集編竹田市からのお知らせ

ウィークリーたけたん

ウィークリーたけたん

介護予防体操　「竹田しゃんしゃん音頭」

伝えたい、日本のこころぐるめぐり総集編

竹田市からのお知らせ

月刊たけたトピックス
「４月分」

月刊たけたトピックス
「１月分」

（TCT特番）
第15回

歳末助け合い
チャリティーショー

午後の部

竹田市長・竹田市議会議長
新春あいさつ

竹田市長・竹田市議会議長
新春あいさつ

月刊たけたトピックス
「８月分」

ぐるめぐり総集編

友チャリ

これ知ってますか？傑作選①

友チャリ（ロードバイク編）

（TCT特番）
第73回瀧廉太郎記念

全日本高等学校
声楽コンクール本選

月刊たけたトピックス
「10月分」

ひるドキッ！おおいた
月曜（再）

ひるドキッ！おおいた
火曜（再）

ひるドキッ！おおいた
水曜（再）

ひるドキッ！おおいた
木曜（再）

月刊たけたトピックス
「４月分」

とどけ！心の詩
～ 18歳の地図～

－倉橋 華那－

ひるドキッ！おおいた
金曜（生）

ひるドキッ！おおいた
木曜（生）

ひるドキッ！おおいた
水曜（生）

ひるドキッ！おおいた
火曜（生）

ひるドキッ！おおいた
月曜（生）

竹田市長・竹田市議会議長
新春あいさつ

月刊たけたトピックス
「10月分」

月刊たけたトピックス
「５月分」

8

9

10

11

12

13

とどけ！心の詩
～ 18歳の地図～

－倉橋 華那－ 14
DEAR FRIENDS
CONCERT 2019

たけたホッとタイムス

週刊ケーブル７（再）

ウィークリーたけたん
よろうち座

15

16

介護予防体操 「竹田しゃんしゃん音頭」

17ウィークリーたけたん

ウィークリーたけたん

ウィークリーたけたん
介護予防体操　「竹田しゃんしゃん音頭」

ぐるめぐり総集編九州イチオシ！

伝えたい、日本のこころ

これ知ってますか？総集編

竹田市からのお知らせ竹田市からのお知らせ 伝えたい、日本のこころ

NHK大河ドラマ篤姫

九州イチオシ！

ぐるめぐり総集編

伝えたい、日本のこころきどっちメソッド

NHK大河ドラマ篤姫

竹田市からのお知らせ

18
ウィークリーたけたん

ウィークリーたけたん

NHK大河ドラマ篤姫

NHK大河ドラマ篤姫NHK大河ドラマ篤姫

ウィークリーたけたん

19

20

21

22

23

ショップチャンネル
24

6

令和元年12月30日㈪～令和２年１月10日㈮

ウィークリーたけたんよろうち座

友チャリ

竹田市長、竹

田市議会議長

による新春あ

いさつをお送

りします。

難病と闘いな

がらプロのシ

ンガーソング

ライターを目

指す倉橋華那

さ ん（竹 田 高

校３年）の 姿

を追います。
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小児科外来休日当番医院

問豊後大野市民病院（☎0974-42-3121）／みやわき小児科（☎0974-24-0230） 
　三重東クリニック（☎0974-22-6333）／竹田市立こども診療所（☎63-3838）

当番日 医　療　機　関

受付時間　8:30～11:30（こども診療所は9:00～12:00）
診療時間　9:00～12:00（三重東クリニックは8:30～12:00）
受診時の注意 当番医療機関についてはやむを得ず変更になる場合がありま
す。あらかじめ当番医療機関または竹田市消防署(☎63-0119)に電話でご確
認ください。また、院外薬局が休みの場合には、あらかじめ用意された約束
処方となることがあります。なお、毎月の当番表については、「おおいた医
療情報ほっとネット」で公開しています。

※診療時間　9：00～12:00（受付11:30まで）
※診療時間を確認のうえ、受診してください。
※当番医の情報については、大分県歯科医師会のホームページでも確認すること

ができます。 

歯科休日当番医院
当番日 医　療　機　関 電話番号

受付時間　平日夜間　18：00～21：00　土曜日　13：00～21：00

　　　　　日曜、祝日　9：00～21：00

注意事項

・かかりつけの病院がある場合は、できるだけそこで診てもらう

ようお願いします。

・当番医は、やむを得ず変更される場合があります。必ず事前に

症状などを電話で連絡したうえで受診してください。

・症状が重い場合は救急車を呼んでください。

・原則として小学生以下の小児救急に関しては、小児科外来休日

当番病院を受診してください。

※当番医の情報については、変更になる場合があります。最新の

情報は、ケーブルテレビのデータ放送「休日当番医」をご覧い

ただくか、竹田市消防署（☎63-0119）でも確認できます。

　
竹
田
市
の
中
山
間
地
域
を
走

る
予
約
型
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー

「
カ
モ
シ
カ
号
」
の
利
用
を
促

進
す
る
体
験
ツ
ア
ー
が
11

月
23

日
、
嫗
岳
地
区
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
同
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

で
は
、
平
成
30

年
度
に
よ
っ
ち

話
そ
う
会
で
作
成
し
た
地
域
の

「
見
守
り
マ
ッ
プ
」
を
基
に
、

今
年
度
は
75

歳
以
上
の
独
居
世

帯
を
中
心
に
く
ら
し
の
困
り
ご

と
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、「
地
区
の
集
い
の
場

に
参
加
し
た
い
が
移
動
手
段
が

な
い
と
い
う
方
が
３
割
い
る
こ

と
」「
嫗
岳
で
開
催
さ
れ
る
通

い
の
場
に
参
加
す
る
人
が
少
な

い
こ
と
」
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
て
同
地
区
社
会

福
祉
協
議
会
、
市
の
関
係
課
、

竹
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
が

〝o
n

e
 te

a
m

〞
と
な
り
、
11

月

に
開
か
れ
た
地
区
の
文
化
祭
で

通
い
の
場
の
普
及
啓
発
活
動
を

実
施
。
さ
ら
に
、
移
動
手
段
が

な
い
と
感
じ
て
い
る
高
齢
者
に

「
カ
モ
シ
カ
号
」
の
利
便
性
を

実
感
し
て
も
ら
い
、
活
用
を
推

進
す
る
た
め
、
今
回
の
ツ
ア
ー

を
企
画
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
23

人
の
参
加
者
が
城

下
町
散
策
や
昼
食
、
買
い
物
を

楽
し
み
、
最
後
は
「
カ
モ
シ
カ

号
」
で
自
宅
ま
で
送
迎
。
満
足

な
一
日
を
過
ご
し
て
い
た
だ
け

た
成
果
も
あ
っ
て
、
今
回
の
ツ

ア
ー
で
６
人
が
新
規
登
録
を
し

ま
し
た
。
90

歳
の
誕
生
日
に
免

許
を
返
納
し
た
参
加
者
は
「
初

め
て
乗
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

は
カ
モ
シ
カ
号
で
病
院
に
行
き

ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
嫗
岳
地
区
で
は
今
後
も
住
み

慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
て
い
け

る
よ
う
地
区
社
協
を
中
心
に
話

し
合
い
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

よっち話そう会で「カモシカ号体験ツアー」を企画

↑「カモシカ号」の体験ツアーに参加した皆さん。とても好評で、「移動手段とし

て今後も利用したい」との声が多く聞かれました
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竹下歯科医院

歯科筑紫医院

長湯ごとう歯科

竹田市荻歯科診療所

まつもと歯科クリニック

久住加藤医院歯科診療部

長湯ごとう歯科

竹田市荻歯科診療所

ふじさわ歯科医院

☎62-2662

☎76-0024

☎75-3001

☎68-3263

☎62-2400

☎76-0008

☎75-3001

☎68-3263

☎64-1118

１月の休日及び夜間の在宅当番医院

当番日 医療機関 電話番号 当番日 医療機関 電話番号

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

㈬

㈭

㈮

㈯

㈰

㈪

㈫

㈬

㈭

㈮

㈯

㈰

㈪

㈫

㈬

㈭

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

㈮

㈯

㈰

㈪

㈫

㈬

㈭

㈮

㈯

㈰

㈪

㈫

㈬

㈭

㈮

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

63-3241

64-7777

63-3241

64-7777

63-3241

63-2270

63-2083

76-0008

64-7777

63-2304

63-3241

64-7777

63-3241

63-2006

63-2083

63-3387

竹田クリニック

大久保病院

竹田医師会病院

道全内科

志賀内科

秦医院

竹田診療所

加藤病院

竹田医師会病院

大久保病院

道全内科

志賀内科

道全内科

伊藤医院

柚須医院

竹田医師会病院

大久保病院

竹田医師会病院

大久保病院

竹田医師会病院

道全内科

志賀内科

久住加藤医院

大久保病院

くどう循環器科・内科

竹田医師会病院

大久保病院

竹田医師会病院

加藤内科医院

志賀内科

須小耳鼻咽喉科

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

64-9000

64-7777

63-3241

63-2270

63-2083

63-2246

62-4014

63-2338

63-3241

64-7777

63-2270

63-2083

63-2270

75-2222

63-2016

豊後大野市民病院

豊後大野市民病院

豊後大野市民病院

みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所

豊後大野市民病院・みやわき小児科

みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所

豊後大野市民病院

豊後大野市民病院

みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所

みやわき小児科

みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所

豊後大野市民病院

みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所

豊後大野市民病院
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